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令和７年第４回天城町議会定例会議事日程（第１号） 

令和７年12月９日（火曜日）午前10時開議 

 

      開会（開議） 

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 会期の決定 

○日程第３ 諸報告 

      （１） 諸般の報告 

      （２） 行政報告 

○日程第４ 一般質問 

      松山小百合 議員 

      昇  健児 議員 

      平岡 寛次 議員 

      散会 



－3－   

１．出席議員（１４名） 

  議席番号   氏   名       議席番号   氏   名 

    １番  松 山 小百合        ２番  平 岡 寛 次  

    ３番  島   和 也        ４番  喜 入 伊佐男  

    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  

    ７番  昇   健 児        ８番  大 澤 皓一郎  

    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １１番  前 田 芳 作       １２番  柏 井 洋 一  

   １３番  平 山 栄 助       １４番  上 岡 義 茂  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 山 田 悦 和     議会事務局書記 藤 井 美 樹  

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名   氏   名       職  名   氏   名 

 町 長 森 田 弘 光     教 育 長 院 田 裕 一  

 副 町 長 祷   清次郎     教委総務課長 和 田 智 磯  

 総 務 課 長 福   健吉郎     社会教育課長 中   秀 樹  

 総務課長補佐 宇 都 克 俊     農 政 課 長 上 岡 久 人  

 企画財政課長 森 田 博 二     農地整備課長補佐兼係長 中 原 智 浩  

 くらしと税務課長 髙   芳 征     建 設 課 長 宮 山   浩  

 長寿子育て課長 廣 田 泰 望     農業委員会事務局長 廻   美 沙  

 けんこう増進課長 中 村 慶 太     水 道 課 長 西 松 清 仁  

 商工水産観光課長 梅 岡 拓 司     会 計 課 長 関 田   進  

                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開会（開議）午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和７年第４回天城町議会定例会を開会し

ます。 

 本定例会において、欠席届が農地整備課、柚木洋佐課長より提出され、これを受

理いたしました。農地整備課長の代理に中原智浩課長補佐兼係長が出席となります

ので、ご報告をいたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、吉村元光議員、奥好生議

員を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会議は、本日から１２月１１日までの３日間にしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日から１２月１１日までの３日間に決定

しました。 

 

△ 日程第３ 諸報告 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第３、諸報告を行います。 

 初めに、議長より令和７年第４回臨時会以降、本定例会までの諸般の報告を行い
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ます。 

 議長の動静等の報告は、お手元に配付してあります。お目通し願い、報告といた

します。 

 次に、本日、町長より議案が１０件提出されました。よって、議案はその件名一

覧表とともにお手元に配付してあります。条例の制定、契約議案、予算の補正など

がありますが、慎重にご審議の上、適切なご判断をお願いいたします。 

 次に、天城町監査委員より、令和７年１１月分までの例月出納検査の結果、適正

に処理されているとの報告がなされています。 

 次に、本日まで受理した請願は、会議規則第９２条の規定によりお手元に配付し

ましたので、請願の写しのとおりそれぞれの所管の常任委員会に付託することにし

ましたので、報告します。 

 以上で、議長の報告を終わります。 

 次に、町長から行政報告の申出がありましたので、これを許可します。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、１１月５日、第４回天城町議会臨時会以降の主な行政報告をいたしま

す。 

 １１月５日、第１回天城町振興基本計画審議会が開催されまして、委嘱状の交付

をいたしております。 

 １１月６日、企業版ふるさと納税寄附の贈呈がございました。 

 １１月１２日、日本版ベストツーリズムビレッジ連絡協議会の総会が北海道ニセ

コ町でございました。 

 １１月１４日、天城町監査委員への辞令交付を行いました。 

 また、同日、天城町中学生海外派遣の出発式がありまして、激励のご挨拶をいた

しました。 

 １１月１８日、Ｂ＆Ｇ財団評議員の選任委員会がございまして、選任委員という

ことで出席いたしました。 

 １１月１９日、全国町村長会及び鹿児島県選出自民党国会議員と町村長との懇談

会がございました。 

 翌日、１１月２０日、日本航空株式会社に対しまして、３町長で直行便の誘致活

動について要請を行いました。 

 １１月２２日、天城町合同金婚式がございました。議会の皆様方にもご参加いた

だきまして、ありがとうございました。 

 １１月２３日、第５４回天城町農業祭を開催いたしました。 



－6－   

 １１月２６日、天城町教育委員会委員へ辞令の交付をいたしました。 

 １１月２８日、天城町中学生海外派遣が帰着いたしましたので、ねぎらいの言葉

をかけさせていただきました。 

 １２月１日、株式会社森建設創立７０周年記念祝賀会がありまして、参加いたし

ました。 

 １２月３日、奄美群島市町村長会議ほか、各種会議がございまして、出席いたし

ております。 

 １２月４日ですが、天城町名誉町民でございます豊蔵一先生のご子息、英介様の

ご家族が徳之島に初めていらしたということで、役場のほうにみえまして、懇談を

いたしました。 

 １２月５日、松原浄水場の竣工式がございました。また、議会の皆様方にはご参

加いただきまして、お礼を申し上げます。 

 以上、主な行政報告でございました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、諸報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第４、一般質問を行います。 

 議席番号１番、松山小百合議員の一般質問を許します。 

○１番（松山 小百合議員）   

 町民の皆さん、おはようございます。議席番号１番、松山小百合です。朝晩の気

温が下がり、冬の気配が感じられる今日この頃ですが、体調を崩さないようご留意

いただきたいと思います。 

 では、早速質問に入ります。 

 １項目め、公共ライドシェアについて。 

 １点目、公共ライドシェアの実証実験を開始したが、現状及び今後の見通しにつ

いて。 

 ２項目め、小規模商店への支援について。 

 １点目、町内に大型商業店舗進出に際し、小規模商店への支援の必要性への天城

町の見解について。 

 ３項目め、あまぎ自然と伝統文化体験館の直売所について。 

 １点目、直売所開業に向けて、現在の進捗について。 
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 ２点目、天城町の観光振興の展望について。 

 ４項目め、平土野商店街の活性化について。 

 １点目、飲食業等の参入を後押しできるような施策について。 

 ４項目、５点について１回目の答弁をいただきたく存じます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、松山議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、公共ライドシェアについて。 

 その１、公共ライドシェアの実証実験を開始しているが、現状及び今後の見通し

についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 公共ライドシェアの実証運行は、移動手段の確保を目的として令和７年１１月

１日から１２月２７日まで実施しております。１２月６日現在で日中運行は２２件

２２名の方、夜間運行は２２件３９名の方の利用となっております。 

 実証運行で得られた結果や意見を踏まえ、地域の実情に応じて、天城町地域公共

交通会議において本格導入の可否について検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 ２項目め、小規模商店への支援についてということであります。 

 その１、町内に大型商業店舗進出に際し、小規模商店への支援の必要性に対して、

町としての見解を伺いたいということでございます。 

 お答えいたします。 

 大型商業店舗進出によりまして、町外への購買力の流出がある程度防げるととも

に、本町への人流、人の流れが増加することが予想され、ある一定の業種、例えば

飲食店とかガソリンスタンドとかでございますが、ある一定の業種には経済的な波

及効果と加えて、地元雇用の創出また税収が期待されるところであります。 

 一方では、同じような同等の商品を取り扱う小規模商店におきましては、価格競

争等による企業努力が求められるかというように考えております。 

 本町といたしましては、国の重点支援交付金等々を活用しながら、町内小規模商

店への支援策を進めていきたいと考えおります。 

 ３項目め、あまぎ自然と伝統文化体験館の直売所について。 

 その１、直売所開業に向けての現在の進捗についてということでございます。 

 以前にも報告させていただきましたが、直売所の運営主体を空の駅あまぎへと運

営委託をすることといたしております。 
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 来年５月の開業に向け、出荷物の栽培依頼及び出荷者募集も現在引き続き行って

いるところでございます。 

 いつ、何が、どれくらい売れたかという情報を記録・集計できるレジ及び陳列棚

等の準備も進めているところでございます。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館の直売所についてということで、その２、天城町の

観光振興の展望についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 本町では、世界自然遺産登録地並びにベスト・ツーリズム・ビレッジ認定地とし

てのそのブランドを最大限に活用しながら、航空会社並びに旅行代理店へのプロ

モーションを継続しているところであります。 

 また、国の観光庁に登録されております専門家をアドバイザーとして迎え入れ、

観光業に関係する民間の方を中心に、新しい観光資源としてのあまぎ自然と伝統文

化体験館の活用方法や、また観光周遊コースなど商品開発の協議を進めているとこ

ろであります。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館を拠点としまして、町内滞在型また体験型の商品開

発を進め、本町の観光振興につなげていきたいと考えております。 

 ４項目め、平土野商店街の活性化についてということでございます。 

 その１、飲食業等の参入を後押しできるような施策についてということでござい

ます。 

 お答えいたします。 

 現在、私ども、ふるさと創生室が所管となりますが、ふるさと創生室では、平土

野商店街で起業を目指す方々への補助事業を今２種類展開をしております。 

 １つは、飲食店開業に特化した、平土野地域活性化基金活用事業補助金で、創業

経費の２分の１を上限として１００万円を補助しております。 

 もう１つは、職種を問わず開業に活用できます平土野地区起業家支援事業補助金

で、創業経費の２分の１でございますが、なお上限５０万円を補助しているところ

であります。 

 ほかにも、平土野地区を含む町内全域で起業を後押しする補助金も創設しており

ます。 

 また、天城町商工会におきましても、支援窓口を設けております。新たに事業展

開を検討されている方々におきましては、役場もしくは商工会窓口へご相談いただ

きたいと考えております。 

 以上、松山議員のご質問にお答えいたしました。 

○１番（松山 小百合議員）   
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 １回目のご答弁いただきました。 

 では、天城町の公共ライドシェアの概要説明についてお伺いしたいです。という

のも、せっかくいい実証実験だと思います。周知が弱くて結構知らない方が多いの

で、せっかくなので、天城町で実施している公共ライドシェアの実証実験の概要に

ついて、詳しく町民の皆様に向けてご説明いただけますでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 ただいま、ご質問、公共ライドシェア実証運行についての概要についての説明で

ございますが、簡単に申し上げますと、一般のドライバーの方々が自家用車を活用

して、タクシーのような運行をするという事業になっております。 

 目的といたしましては、先ほど町長のほうも申し上げましたが、町内の移動手段

を確保するためにということで、約２ヶ月間実証運行を現在実施中であります。運

行期間が１１月１日から１２月２７日までの間、あと運行方法につきましては、ド

ア・ツー・ドア運行ということで、自宅等から目的地まで運行するということにな

ります。 

 運行エリアにつきましては、天城町内のみということでございます。 

 あと、この実証運行ですけども、日中運行と夜間運行、２種類の運行をしており

ます。日中運行につきましては、月曜日から金曜日、土日、あと祝祭日を除く日に

運行をしております。運行時間が、１０時から１７時までとなっております。 

 予約の方法につきましては、完全電話予約ということになっております。１時間

前までにはこちらのほう、総合陸運のほうが実施しておりますので、ご連絡をして

もらいたいと思っております。 

 あと、利用料につきましてでありますが、定額制で１人１回５００円となってお

ります。７５歳以上の高齢者、また障害者手帳を持っている方々、小学生以下の

方々は３００円ということです。乳児につきましては無料でございます。 

 あと、夜間運行になります。夜間運行は、こちらのほうは天城町商工会のほうが

運行を行っているところでございます。 

 運行日につきましては、木曜日、金曜日、土曜日の３日間となっております。 

 運行時間につきましては、１８時から２３時まで、予約の方法につきましても電

話による事前予約となっておりますが、こちらのほうは利用したい日の前日の

１７時までには予約をしていただきたいと思います。 

 利用料につきましては、１人１回７００円となっておりまして、７５歳以上の高

齢者、身体障害者、小学生以下は５００円、乳児につきましては無料ということに

なっております。町民の皆様方へ、またこれから買物とかお食事、あろうかと思い
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ます。お出かけの際にはぜひご活用いただきたいと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 海外で一般的に言われているライドシェアとは、個人が自家用車を利用して他人

を運ぶサービス、スマートフォンアプリなどを通して乗客とドライバーをマッチン

グします。タクシーより安価で柔軟な運行が特徴です。 

 現在、日本で展開されているライドシェアには、自家用有償旅客運送、いわゆる

道路運送法第７８条の２号、２号ライドシェアと、あと自家用車活用事業、いわゆ

る３号ライドシェア、この２種類となるわけですが、違いがあります。一般的にラ

イドシェアといっても、こうやって２つ種類があるんですよね。 

 せっかくなので、皆さんと共有したいので、森田課長、お伺いいたします。道路

運送法の７８条、２号ライドシェア、３号ライドシェア、それぞれの要件と違いに

ついてご説明いただけますでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 道路運送法の７８条２号ライドシェア、あと３号ライドシェアについてでありま

す。 

 ２号ライドシェアというのは、自家用有償旅客運送といいまして、今、天城町が

実証運行しております公共ライドシェアになります。３号ライドシェアというのは、

自家用車活用事業ということで、日本版ライドシェアということであります。 

 大きな違いといたしましては、公共ライドシェアにつきましては、運行主体が自

治体であったりＮＰＯ法人が運行できるということであります。日本版ライドシェ

アにつきましては、法人のタクシー会社でなければ運行ができないということであ

ります。 

 それと、導入の目的につきましては、公共ライドシェアにつきましては、交通空

白地や高齢化地域での移動手段の確保ということであります。日本版ライドシェア

につきましては、タクシー供給不足の解消という目的でございます。 

 対象地域につきましては、公共ライドシェアにつきましては、過疎地など交通空

白地が対象地域となっております。日本版ライドシェアにつきましては、タクシー

が不足する時期、時間帯など、特定した地域となっております。 

 あとですが、乗合運送につきましてです。公共ライドシェアにつきましては、乗

り合いもできますが、日本版ライドシェアについては乗り合いができません。 

 それと運賃につきましてですが、公共ライドシェアの場合は、タクシー運賃の

８割程度が上限となっております。日本版ライドシェアにつきましては、基本的に

はタクシー運賃と変わらないというところでございます。 
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 以上です。 

○１番（松山 小百合議員）   

 このように違いがあるわけです。天城町で検討している、実証実験しているライ

ドシェアは、２号ライドシェアということになります。 

 本町で実施している実証実験、利用時間帯によって問合せ先、あと委託先が違い

ます。昼の時間帯では、先ほど言ったように総合陸運がドライバーとなります。 

 先日開催されました、議員と語ろう会でいただいたご意見の中で、本実証実験に

登録している夜の時間帯のドライバーさんの肌感覚について伺う機会がございまし

た。 

 伺います。現時点での昼と夜の時間帯、それぞれの具体的な稼働状況についてお

聞かせいただけますか。昼と夜、それぞれの１日平均利用者数などについてお伺い

いたします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 先ほど町長のほうの答弁でもありましたが、日中運行につきましては、２２件で

利用人数２２名、あと実際、月曜日から金曜日、祝祭日を除いた日にちになります。

そのうち、その日にちが２３日です、１日から今日まで数えてみると、２３日で稼

働した日数が１３日となっております。それで割り出した数が１日平均０．９６人、

１日平均１人が利用しているということになります。 

 あと、夜間運行につきましてでありますが、これも１２月６日時点でありますが、

２２件、利用人数としましては３９名が利用しております。１日平均でいきますと

２．４名ということになっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 現時点では、昼と夜の時間帯、どちらも芳しくない利用状況と判断せざるを得な

いわけですが、この実証実験はそもそも周知不足であること、また、検証するため

の実証期間が短いと、実験結果とするには、時期尚早ではないかと思います。 

 森田課長、お伺いいたします。今ご指摘した周知不足、実証期間の長さの受け止

めについてお聞かせください。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 周知不足、実証期間の長さの受け止め方ということでございますが、かなり私ど

もとしては周知はしたつもりでございます。全戸に、チラシ全戸配布をしたり、お

店のほうでのポスターの掲示、あと、これはもうＡＹＴの文字放送とかホームペー

ジ等も利用もしておりますし、音声放送もしております。あと、公共ライドシェア
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の出発セレモニー等も実施いたしまして、新聞等でも周知できたものかなと考えて

おります。それと、それに付け加えまして、天城町のＬＩＮＥ、公式ＬＩＮＥのほ

うでも周知をしているところでございます。あとは、商工会のほうのホームページ

のほうでも公表されているところでございます。それと天城町のインスタグラム、

これは企画財政課ふるさと創生室になりますが、ふるさと納税、あと移住相談のア

カウントのほうでも広報はしているところでございます。 

 実証期間の長さの受け止めということでございますが、この事業、補助事業で

５００万円までは１００％補助ということでありました。国土交通省のほうの交通

空白解消緊急対策事業というのがございました。この募集のほうが今年の３月

１０日に募集しますということでありましたので、天城町のほうが応募したところ

であります。内示のほうが４月２８日にございました。６月補正で、今回の実証運

行に係る予算を６月議会におきまして計上したところでございます。 

 実績報告が２月２７日までとなっております。それで予算が成立した後に運行管

理の委託の交渉、あと運行体制の構築、またドライバーさんのほうの講習が必要で

すので、大臣認定講習等も実施しております。 

 そういったことも含めまして、実証運行期間につきましては、１１月から１２月

にかけて、年末にかけて町民の方々が買物や食事等で増加するのではないかという

ことで２ヶ月間、１１月から１２月の２ヶ月間で今実施しているところでございま

す。 

○１番（松山 小百合議員）   

 この質問の趣旨は、交通空白地として、町民の皆さんの移動手段に乏しい本町で

利用する人の立場に立ち、実用性や利便性を担保した上で検証を継続、導入を継続

していただきたいというところです。 

 国土交通省が、「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクトに係る事

業事務を実施するものの公募があったようです。今、課長がおっしゃったように、

交通空白解消緊急対策事業、共創モデル実証運行事業、モビリティ人材育成事業、

日本版ＭａａＳ（マース）推進支援事業、このような事業が該当する、その中で今

５００万まで１００％で取れる事業ということで採択されたということでした。 

 今後、導入するに当たって、交通空白解消緊急対策事業ということで採択された

ようなんですけど、もし今後継続するとしたら、何か事業、国や県からの事業見通

しがあるのかどうかお伺いいたします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 実際本格導入した場合になりますが、運行に係る経費につきましては、地域公共
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交通補助事業というのがございます。これは、国の補助率の２分の１となっており

ますので、こちらのほうを活用したいと思います。 

 また、それ以外に導入するに当たっての初期経費等もかかるかと思っております。

これにつきましては、今、第２世代交付金、いわゆる地方創生臨時交付金になりま

すが、そちらのほうを活用できないかと今調整をしているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 では、今、いい事業を見つけて頑張ってくださるということで、期待しておりま

す。 

 では、現在行っている実証実験、夜の時間帯について質問を進めていきます。 

 森田課長、お伺いいたします。運転手とのマッチングがどのように行われている

のか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 夜の夜間運行のほうのドライバーとのマッチングということでございますが、今、

商工会のほうではドライバー、先ほど申し上げました大臣認定講習を受けたドライ

バーの方々が１０名いらっしゃいます。１０名の方々と、あと商工会の事務局職員

の方々でＬＩＮＥグループをつくってあります。予約が入った場合には、こちらの

ほうに何時何分どこからどこまでというふうな、ＬＩＮＥグループに流して、その

中で手を挙げてくれるドライバーさんが運行するというような形になっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 手配に偏りがないのか、どのような工夫がされているかというところでお伺いし

たかったんですけれども、グループＬＩＮＥで管理をされているということでした。 

 例えば今後ライドシェア、これを継続していくに当たって、ドライバーさんとし

て手を挙げたい方に関しまして、どのようなプロセスでドライバーさんとして加入

できるのか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 本格稼働となった場合には、また先ほど申し上げました初期費用の中で大臣認定

講習を受けていただくように、そこあたりについても予算を確保して、新しいドラ

イバーの加入も募集ができるのであればやってまいりたいと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ちょっとここ、踏み込ませてください。今現段階で、僕もドライバーやりたい、

私もドライバーやりたいという町民の方がいらっしゃったら、商工会にお尋ねをし

て、その講習を受けさせてもらう流れですか。それともまた時期を、募集時期を決
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めて、そこから周知するという流れになりますか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 認定講習につきましては、恐らく商工会ではできないと思っております。鹿児島

のほうでは、本土のほうでは講習は受けられるんですが、今回の場合はこういった

実証事業を行うということで、鹿児島から講師のほうが徳之島に入ってきて、講習

を実施していただいたという経験がございますので、何名かいらっしゃれば人数ま

とめて徳之島で行うといった、そういった形になろうかと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 では、実証実験の中で、申込みをされる方の割合についてお伺いいたします。お

電話で問い合せたときは、男性、女性で拮抗している状況であると伺っています。 

 お伺いいたします。実際に乗車するお客様の男女比率、把握されていましたら教

えてください。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 予約をする際に男性何名とか、そういった確認は実際はしておりません。ただ、

商工会とか総合陸運さんにお聞きして、覚えている範囲で出した数字になります。 

 日中運行につきましては、男女比率でいきますと、先ほど２２名ということでお

話申し上げましたが、男性が１３名で、女性が８名、合計２１名ですが、１名はち

ょっと男性だったか女性だったか分からないということであります。比率につきま

しては男性５９．１％、女性が３６．４％となっております。 

 夜間運行につきましては、利用者数が３９名ということであります。男性１７名、

４３．６％、女性２１名、５６．４％ということでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 本町には、タクシーや運転代行を利用できない、利用が難しい状況にあり、男性

が外に飲みに行くときには奥様が送迎するのが慣例となっています。女性だってた

まには飲みに行きたいときがあるはずです。男性が女性に気軽に送迎を頼むのとは

違い、女性は男性に気軽に頼みにくいのが現状だと思われます。我が家はそうです。 

 ということで伺います。議場の皆様にお伺いいたします。この議場で、奥様また

は女性が夜の送迎をされることが日常であるご家庭の方は、挙手されてみてくださ

い。皆さん、手を挙げましたね。この状況も是正していけたらなと考えております。

公共ライドシェアは、そういった観点からも、ぜひ前向きに運用の継続をご検討い

ただきたいと考えています。 

 しかし、この現状です。制度の周知と利便性が鍵となるのではないでしょうか。
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現在、事前の予約が必要で、前日１７時、夕方５時までの予約となっております。

これをどうにかできないかと。例えば、天城町公式ＬＩＮＥアプリの中で予約シス

テムを組み込めないかと考えます。 

 公式ＬＩＮＥのシステムサービスを提供している会社に問合せてみたんですけれ

ども、天城町の公式ＬＩＮＥのシステムは広報に特化したタイプで、現状のシステ

ムではマッチングのようなことはできないんだそうです。 

 しかし、公式ＬＩＮＥの中に乗車予約機能を付与することはできないかとお伺い

したら、システムを提供する会社によっては、そのような機能も付与できないこと

もないということでした。具体的にどんなのっていうことでお伺いしたんですけど

も、手段が幾つか、パターンがあるようです。またクリアしないといけないことも

あるようなので、ぜひ一度課長、問い合せていただきたいと思います。 

 課長、お伺いいたします。天城町公式ＬＩＮＥアプリにこのようなシステムの実

装について所見をお聞かせください。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 天城町の公式ＬＩＮＥのほうにひもづけるということは、今、私どもは考えてお

りません。 

 今思っているのは、先ほど初期費用がかかりますということでお話しましたけれ

ども、その中で公共ライドシェアに特化したアプリもできるという話も伺っており

ます。そこですぐできるのか、ちょっとそこあたりまだ確認はできておりませんが、

その費用についても、そこあたりの整備も進めてまいりたいという予定はしており

ます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 どっちがお得にできるかというのも精査していただきたいと存じます。 

 このご提案の目的は、利用者のニーズをつかまえることにあります。 

 そのほかにも、夜間外出の目的は、多くがいわゆる飲み会だと思います。例えば

ハイエースくらいの複数名で乗車できるサイズの車と、曜日と出発時刻を限定して、

例えば与名間から西阿木名で行って、また平土野ぐらいでみんな降ろすと、また与

名間が終点で運行するみたいな。これは予約制じゃなくて、乗りたい人がもう県道

沿いで待っていただく。整形外科とか介護施設の送迎バスと同じ要領です。帰りの

便は、この逆ですね。１１時ぐらいに平土野郵便局、定刻出発で、西阿木名経由で

与名間まで回って平土野で終点みたいな。 

 そして、事前予約なしで当日利用ができるわけですね。公共ライドシェアにこう

いう定期便のドライバーさんを組み込むことができると、片道７００円の人を同時
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に運べて、ドライバーさんの実入りも多くなるのかなと思ったところです。 

 車両には、事前に登録したドライバーさんに取り外しができるようなマグネット

シートで、この車は飲み会送迎車両だよと分かるようにしていただければ、待って

ても拾ってもらえるように、車が通り過ぎないように目立つように貼っていただく

ような工夫もしたら、いっぱい利用していただけるのかなと思ったところです。 

 私たち町民や、出張等で中長期で滞在している方たちが、平土野やそのほかの町

内飲食店利用の促進につながるのではないかと思うのですが、課長、公共ライドシ

ェアの曜日、時間限定の定期便、いかがでしょうか。所見についてお聞かせくださ

い。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 そうですね、事前予約制にしているのは、やはり実際バス、車が定期的に走って

いても利用者が少ないので、予約がある場合に走って経費の削減というのが狙いだ

と私は感じているんですが、どうでしょうね、利用者がいるか。奄美市のほうで何

か夜間のバスが走っているという話は聞いたことがございます。利用実績とかはま

だ分かりませんけれども、そういったので利用者がいるのか。またバスですよね。

運転手、大型バスになるとドライバーがいるのかとか、そういったところもやっぱ

り課題はあるのかなとは思っておりますが、今後また検討してみたいとは思ってお

ります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 次に、昼の時間帯について焦点を当てていきます。旧来自家用有償旅客運送制度

においては、プラットフォーム設計は個別に行われていることが多く、高齢者対応

などの問題から電話主体の取組も珍しくなかったそうです。 

 しかし、近年ではＭａａＳ（マース：Ｍｏｂｉｌｉｔｙ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉ

ｃｅ）開発の過程で、自家用有償旅客運送制度を対象に、汎用性、カスタマイズ性

が高いプラットフォームアプリの開発が進み始めているそうです。 

 先進事例として、２つほどご紹介させていただきます。 

 博報堂さんでは、地域の移動課題解決に向けたＭａａＳ（マース）ソリューショ

ンとして、マイカーの乗合交通、ノッカルサービスを展開しています。自家用有償

旅客運送制度の下、富山県の朝日町、高岡市などで導入されているほか、静岡県浜

松市、あと同県の東伊豆町、３月にはまた山形県のほうでも、西川町でもそれぞれ

運行を開始しています。利用料金無償、会員登録制で、前日５時までに電話予約。

この事業費、２０２３年１千１０９万円、うち半分はデジタル田園都市国家構想の

デジタル実装タイプの１みたいなので採択を受けているそうで、ご高齢の利用者さ
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んからは、親しみを込めて「ノッカルさん」っていうふうに呼ばれているんだそう

です。 

 また、別でいうと群馬県とかにも、新型コロナウイルス感染症の影響でタクシー

の運送力が減少したことを受けて、市と事業者が提携し、タクシー不足の時間帯に

日本版ライドシェアを運行しております。ＬＩＮＥアプリでの配車予約が可能で、

１ヶ月間で約２００回運行、延べ３５０人の利用実績があったそうです。 

 こんな感じで、天城町の高齢者の交通手段の確保も模索中である中での実証運行

だと思います。 

 ちなみに天城町では、敬老バスというのもあります。免許を返納された方で、ご

存じない方もいるのかなということで、広く知っていただきたいと思いますので、

お伺いいたします。廣田課長、敬老バスの利用についての要件や利用方法について、

ご説明いただけますでしょうか。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 平成１７年度に、天城町敬老バス乗車半額助成券交付事業として、前身の事業の

ほうが始まっております。２１年度条例改正を経て、現行の無料の乗車券の交付事

業となっているところとなっております。 

 利用については、町内に居住し住民登録を有する７５歳以上の方は、事前申請を

行って乗車券を発行していただき、利用するという流れになっております。 

 あと、利用できる範囲については、バス運行路線に沿った町内の限定となってお

ります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 無料で利用できてで、敬老バスは７５歳以上の高齢者が対象となっています。

７５歳未満で運転免許証を持っていらっしゃらない方もいるんですよね。独り暮ら

しで交通手段がない方で、歯とかの具合が悪くなって、歯医者、内科に通院、大変

困っていらっしゃる方もおります。敬老バスだとバス停まで歩かないといけない、

ご高齢だとその距離もの歩行もままならないわけです。 

 この敬老バス、大変ありがたいんですけど、カバーし切れていない部分もありま

す。今回の公共ライドシェアの実証実験の昼の時間帯についても、どうか実証後運

用するに当たっては、頑張って周知してきたというのはすごい伝わったんですけど、

本当におじいちゃん、おばあちゃん、ご高齢の方にスポット当てて、周知する方法

ないかなというところなんですけど、森田課長、このせっかくの敬老バスも含めて、

こういう公共ライドシェア、もうちょっと何か踏み込んで、周知についていい方法

ないでしょうか。 
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○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃられている敬老バスというのは、敬老無料乗車証の件だと思

っております。バスにつきましては、デマンドバスとか路線バスを利用しておろう

かと思っております。 

 ただいま、デマンドバスとかの活用・利用を多くしましょうということで、健康

増進課のほうではゆいゆいサロンの中でも、各集落でデマンドバスの乗り方、実際

に乗ってもらって買物をしてもらうという周知もしてもらっているところです。 

 今回のこの公共ライドシェアにつきましては、バス停ではなくて自宅からという

乗り方に、目的地までという乗り方になりますので、利便性が上がるということで、

７５歳以上については無料ということではございません。３００円ということにし

ております。 

 またこれにつきましても、ゆいゆいサロンであったり、そういった中で高齢者の

方々にも周知ができればとも思っております。１回は、恐らくサロンでもチラシは

配布したとは伺っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 周知のほう、ありがとうございます。ご高齢になると、多分何かプリントを持っ

て行って周知していただいたのはありがたいことなんですけど、説明書とか文字を

読むのが億劫になるみたいです。うちの……、これ言ったら。 

 ですから、時刻表を見る気が失せるようなんですけど、こんなことがありました。

近所で高齢者のご夫婦が住んでたんですけど、ご主人が具合悪くして徳洲会病院の

ほうで入院されたと。そしたら、この奥さんは免許証返納しているから車がないわ

けです。近所のおばちゃんに毎日亀津まで連れて行ってもらうのが忍びないと、申

し訳ないからということでご相談を受けました。 

 高齢者バスのご利用の案内したんですけども、私がネットから引っ張ってきて説

明したときに、ぱって見たときにけげんそうな顔をしたんです。とっても、説明を

しながらやったんですけど、これじゃあちょっと、もうシャッター下りたんだなっ

ていうのを感じたんです。そこで後日、ああ、これもっと分かりやすくしようとし

て、皆さんにお配りしたこの資料、要は何が言いたいかっていったら、ゆいゆいサ

ロンでやるときに、時刻表見るの、高齢者の方、難しいんです。お家どこですか、

じゃあどこどこの利用するんだったら、Ａコープまでだと思うので、Ａコープまで

行くんだったらこの時間と、この行きの部分に書いてあげる。帰りもどこどこで降

りるんだよって書いてあげる。そしたら予約は、こうやって電話してからやるんだ

よという、字も大きくて見やすいのを配ってあげたら、多分電話の横にこうやって
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貼ってくれるはずなんです。 

 そしたら、これで近所のおばちゃん、いっとき乗り継いでご主人のお見舞いに行

ったっていう経緯もあったので、高齢の方は説明書とか時刻ダイヤ見るのはちょっ

と億劫なんだなということをご理解いただきたいと思います。 

 ということで、これ、資料としてご提供させていただきました。 

 あと、それと少し話がそれるんですけども、新しい徳洲会病院、通院に関してで

す。 

 天城町から直通のバス路線が、乗る場所によっては、与名間だったら週に１回、

もしくはほかの集落だったら週に２回運行しています。 

 それ以外で徳洲会病院に行こうとしたら、総合陸運の約１時間置きに運行してい

る路線バスによって、徳之島町役場の近くの停留所で降りてから徳之島町役場まで

歩きます。そこで、徳洲会病院のハイエースが３０分ごとにこうやってぐるぐるし

てくれてるんですけど、それに乗って、新しい病院まで乗せてくれるんだそうです。 

 受診後の、終了後もその逆で家路に着くこととなるんですけども、天城町に住ん

でいる区域によっては、この路線、行くとき路線バスと徳洲会のデマンドバスみた

いので行けたんですけど、天城町の場合は、路線バスに乗ってそこからお家にたど

り着けないので、事前予約制のデマンドバス、これに予約して乗ってやっと家に着

くみたいです。 

 病院の受診にかかる時間は分かりかねるんですけども、例えば受診しました、徳

洲会の入り口で、総合陸運の路線バスに乗れる停留所まで行くには、徳洲会のバス

に３０分、３０分間隔でって言ったんですけど、乗り遅れたらまた３０分ずっと待

つんですって。それ、すごく不便でならないなあと、そう思ったところでした。 

 たしか路線バスの路線やダイヤ変更には、地域公共交通会議等で協議して、国交

大臣の許可を得ることが道路運送法で義務づけられてましたよね。 

 町長、お伺いいたします。新しい徳洲会病院利用者のために、ダイヤ路線変更の

必要について所見をお聞かせください。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 まず１点、地域公共交通会議というのは、それぞれの３町の別々にあります。そ

こで、その徳之島町の管内の件について、天城町地域公共交通会議の中では、どの

ような議題として提案できるかというかということがあるかと思っています。 

 また、徳之島の医療を考える会っていうのが、その３町で構成されておりますの

で、これについて、その利用者が大変不便だというお話でありますので、徳之島の

医療を考える会というものの中で対応しながら、そして、できるだけその利用者が、
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いわゆる交通弱者という方々への利便性の向上には、図っていかないといけないの

かと思っております。 

 今、松山議員からのご指摘、そういったものについては、またしっかりと共有し

ながら対応できればなと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ぜひ、ほかの伊仙町さんとも相談して、島内の方がせっかくリニューアルした徳

洲会病院の受診をしやすくしていただけますよう要請いたします。 

 地域の公共の移動手段が乏しい天城町に、実証実験後も公共ライドシェアの本格

的な導入を前提に周知がなされ、利便性の向上も視野に入れていただきますよう要

請いたしまして、次の質問に移ります。 

 ２項目め、小規模商店への支援についてお伺いいたします。 

 近いうち大きな店舗が出店します。消費者としては価格競争に強い店舗の出店は

喜ばしいことです。 

 しかし、視点を変えるとそうでない部分もあります。以前、漏れバケツ理論を引

き合いに、地域で生まれたお金は地域で循環する必要性について触れました。まさ

に今、バケツの小さな穴が小規模商店を指すのです。 

 価格競争に弱い商店は、このままだと廃業に追い込まれることは容易に想像でき

ます。自助努力が足りなかったと切り捨ててもいいのでしょうか。 

 天城町では商工会、あと水産観光課が商品券を発行するなど、振興を図っている

のは周知のことでございますが、商品券の使い道としては、ガソリン、浄化槽のお

金、それに多くを占めているというご指摘も、議員と語ろう会のほうでも指摘があ

りました。要するに、商品券発行については、小規模商店への支援という点におい

て効果が薄いという側面もあるというところであります。 

 そこでお伺いいたします。商品券の使途について、ある程度の割合で小規模商店

での消費を促すようにすることはできないか、お伺いいたします。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 我々、商工水産観光課のほうではクーポン券を実施しております。過去、令和

４年、令和５年度に実施しましたクーポン券では、これ町内の商工会員、非会員と

いう区別の下で商品券を分けた経緯はございます。 

 今、松山議員ご指摘のありました、例えば販売品目によっての区分けというとこ

ろでありますけれども、そこは我々のほうでちょっと勉強させていただければと思

います。できないことはないと思いますが、少し勉強、検討させてください。 

○１番（松山 小百合議員）   
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 質問の趣旨としましては、大型店舗の出店、先ほど町長の答弁からありましたよ

うに、税収の増、それ、いいこともあるんですけど、例えば人口がもっと減ってい

く、もう大規模商店さんが撤退した。その後に、地域のちっちゃい商店なくなっち

ゃっている。そういうことがあったら、もう取り返しつかないのかなというところ

でもありました。 

 もう一つ、私、我々議員とか執行部の皆さん、また役場職員の報酬とか給与の一

部を小規模商店でのみ使用できるような商品券での支給にできないかなと。そうす

ることで、確実に天城町で生まれたお金が、町内で回していくことができる、そう

思うんです。私のちょっとご提案なんです。 

 梅岡課長、お伺いたします。報酬、給与の一部を商品券にして町内消費を促す、

見解をお聞かせください。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今のご質問につきまして、私が職員に対しましての、何と言いましょうか、そう

いった商品券に切り替えるという強制的な部分は、私には持ち合わせていないと思

っております。 

 しかしながら、我々職員は町内への購買を心がけているというふうには自覚して

おりますので、そこについてちょっと私からは何とも言いがたいところでございま

す。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１０分より再開します。 

休憩 午前１０時５９分 

─────────── 

再開 午前１１時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 松山議員。 

○１番（松山 小百合議員）   

 報酬、給与の一部を商品券にして町内消費を促す、手間がかかることだとは思い

ます。 

 しかし、どこかの時点でどうにかしないと、踏ん張らないといけないと思うんで

す。皆さんで町内の業者を守り育てる、この感覚を醸成するには有効な手段になり

得るのではと考えます。 

 町長、お伺いします。町内の小規模商店をみんなで守り育む必要性から、我々も
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含めて報酬、給与の一部、商品券での支給、いかがでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 まず１点は、私ども行政は人を集めることはできるというふうに思っています。

例えばビーチバレーボール大会ですとか、わっきゃが市場とか、そういったいろん

なイベントをしていくということが、そしてそこの中で人が集まってくる。そして、

やっぱりそこで集まった方々がお帰りになるときにはいろんな買物をして帰るとい

う、そういったイベントとか、そういったことはできるので、もっと行政また商工

会の青年部の皆さん方と一緒になって、そのような活動をしていければというふう

に考えて、これまでも取り組んできたところであります。 

 具体的に、例えば給料から商品券を発行するということについては、また職員組

合の皆さん方とも相談するとか、やはり私たちはいわゆる天引きするということに

ついては、その人の権利がございますので、みんなの同意を得ながら、コンセンサ

スを得ながらやっていくということが大事かと思っております。 

 また、町内の小規模商工業者をしっかり支援していくということについて、また

議会のお知恵を借りながらいろんな工夫ができればというふうに考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 天城町のバケツの穴、一つ一つ塞いでいただきますよう要請しまして、次の質問

に移ります。 

 ３項目め、天城町あまぎ自然と伝統文化体験館の直売所についてです。 

 直売所開業に向けて、現在の進捗について１回目の答弁をいただきました。９月

の定例会の中で直売所の運営を空の駅に委託することになったとのことでした。そ

の件について確認させてください。 

 上岡課長、お伺いいたします。地域づくり協議会の運営が、この直売所の運営を

担うため予算が投じられていたかと思うんですけれども、具体的にはどのような使

い道だったでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 令和６年度まで、国からの補助事業、農村ＲＭＯ事業で、地域づくり協議会へ補

助金が出ておりました。 

 地域資源を活用した経済活動といたしまして、うおっちょに無人販売コーナー等

を設け、農産物の出荷状況のデータ収集、また農地保全作業、生活支援の活動とい

たしまして移動販売車による買物弱者への支援及び見守り、あと直売所開設に向け

て視察研修、マルシェ開催等に支出しておりました。 

 本年度は、町単授業で、視察研修及びマルシェの開催を予定しております。 
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 以上です。 

○１番（松山 小百合議員）   

 データ収集、移動販売車での販売、視察研修、マルシェの開催といったところで、

いろんなことをされてきたんですね。 

 でも、頑張ってたけど、結局できなかったということで、直売所の運営を委託に

変更したんですよね。その後の地域づくり協議会の役割と仕事内容はどのようにな

ってますでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 地域づくり協議会の役割は、これまでと同様、地域資源を活用した経済活動、農

用地の保全、生活支援の活動の３本柱で、元気な地域づくりが役割となっておりま

す。直売所開設に向けての準備も、現在進めているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 以前、この議場でもご質問させていただいたんですけども、具体的な活動状況に

ついてお伺いいたしたいです。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 地域づくり協議会は直売所の運営というよりは、町全体を活性化するというのが

目的でありまして、地域づくり協議会の中に空の駅だったり山猪工房というのが入

ってますので、そこを一体感を持って運営するというのが目的となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 地域づくり協議会のまず会として、以前こちらでも、議場でも確認させていただ

いたんですけど、会長さんがいて、会員の皆さんがいる。皆さん、お仕事されてい

るから、ちゃんと側だけできて、実際の活動状況が見えないよねというところでご

指摘させていただいたんです。 

 その後も、やっぱりこんな大きい施設を造るわけです。それで、地域づくり協議

会が担っている直売所運営について、もっと見通しが立てられているのかどうか、

その辺を確認したかったんです。 

 なのにできなかった、委託した。何が言いたいかと、こんだけ予算使っているわ

けです。それについて、駄目だったんなら駄目だったでちゃんと精査して、その駄

目だった部分を次につなげる、そのために私質問してるんです。 

 梅岡課長、商工水産観光課としても、地域づくり協議会の直売所運営じゃなくて

委託になった、頑張ったけどできなかった。この部分に関して役割と仕事内容どう

だったのか、その辺ちょっとご答弁いただきたいです。 
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○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館の運用について、我々課のほうでもいろいろ今検討

して、つくり込みをしているところなんですけれども、当初、私の認識不足もあっ

たんですが、地域づくり協議会なるものが農政課にございましたので、これを一つ

体験館の運用全般の組織にできないかなというような、ちょっと思案で当初動いて

いたんですけれども、先ほど松山議員さんのお話のとおり、組織体の方々が別の仕

事を当然ながらされているので、動かしていくのもなかなか難しいというところが

出てきました。 

 そういった中、我々観光部門もありますので、そことどうやってタイアップして

運用していくかというところで悩んだ挙げ句、先ほど農政課長のご答弁があったと

おりのいうスタイルになっているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 初めて立ち上げる事業です。手探りで頑張った、駄目だった、じゃあ委託契約と

いう流れはもちろん理解できるんです。 

 以前、ちょっと重複しますけど、一般質問の中でも準備の進捗確認したときに、

やるべきことはご指摘申し上げました。直売所に農産物を出荷していただく契約農

家さんの獲得、作付計画表の作成・共有、やるべきことは見えていたはずなんです。

どう動いてどう駄目だったのか、この予算もかけての準備だったと思うので、その

あたり確認させていただきたいです。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、毎月出荷物の集計を行っております。今、出荷者の数が約１３０名おりま

す。来年５月開業ということで、今年の実績が各月の上旬、中旬、下旬で分けてお

ります。５月の、今年の上旬の実績は２８品目、中旬が２５品目、下旬が３４品目、

それに加えまして、あと加工品が季節によっても変わるんですが、５２種類今出て

いるところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 質問の趣旨は、闘牛場をこんなにお金かけて造ります。ＶＲもある。天城町の直

売所は上等だねと町民の皆さんに、島民の皆さんにも喜んでいただきたいので、準

備をしっかりやってほしい、そういうところでした。 

 お伺いいたします。今回の委託についてですが、公募期間、あと公募要件、どの

ようになっていましたでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   
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 お答えいたします。 

 今回の公募の要件といたしまして、あまぎ自然と伝統文化体験館内直売所の運営

者募集要綱というものを作成いたしました。 

 申込資格といたしまして、町内に１年以上居住している個人または町内で１年以

上事業を営んでいる法人・団体等、また、各種税や使用料等の滞納がないこと、あ

と、行政、民間企業、地域等と協力して様々な取組を展開していくことに意欲があ

ることということで、間口を広く募集をかけたところでございます。募集期間が、

令和７年５月１９日から６月１０日２３日間となっております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ちなみになんですけれども、この公募期間内、２３日間の間に何団体もしくは個

人何名が募集のほうに手を挙げてくださったのでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 募集は２件でございました。問合せが２件ございまして、その２業者さん、２個

人は申し込みはされておりません。 

○１番（松山 小百合議員）   

 この委託についてですが、補助金の投入があるのかないのか、いかがでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、県、国、ヒアリング等を行いまして、補助金で使える項目がないかという

のを今検討しているところでございます。 

○１番（松山 小百合議員）   

 ということは、補助金が投入される予定はまだ未定というところなんですね。 

 この質問の趣旨は、闘牛場は公共の建物での運営となります。一部の人の利益の

ために場所の提供が行われていないのかどうか、公益制は担保されているのかとい

うところでした。 

 空の駅は、自主運営をされてきた実績があります。人件費も、売上げから賄って

きたのではないでしょうか。 

 お伺いいたします。委託期間の設定についてはどのようになっていますか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えします。 

 最終的な自立・自走で運営していただくことを目的としておりますので、１年更

新を予定しております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 もちろん自立して第三セクターというか、お任せするのが一番なんですけども、
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先ほどと同じような感じで、うまくいかなかった場合というのも想定の一つとして

持っていたほうがいいのかなと、そういうことを考えると、何ていうんですか、ほ

かに参加の、直売所の運営について参加希望者が出てきた場合の対応については、

どのようにお考えでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、１年更新を予定しておりますが、その更新時期に合わせまして、再度審査

なりを、事業者等が募集があれば、そこで検討していきたいと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 私がやりたいですといった場合は、どこにまず相談というか、私やりたいですと

いう意思表示をしたらいいでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、農政課のほうで運営を行っておりますので、農政課にお問合せいただけれ

ばと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   

 直売所につきましては、カフェスペースの障害者就労支援にも光を当てていただ

きたいと、以前議場でもご提案いたしました。 

 そのカフェブースについてですが、毎日となると障害者の体調管理などの観点か

ら、厳しいということもお声としていただいております。そのあたり、どうにか折

り合いをつけて障害者就労支援につなげることはできないかどうか、そのあたり、

課長、いかがでしょうか。いい方法ないでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 現在、農福連携は農政課といたしましても、考えているところでございます。 

 今、直売所でカフェスペースはまだ想定していないんですが、障害者支援という

ことで、規格外のフルーツカットや、冷蔵・冷凍する作業等はできるものと思って

おります。これからそのあたりも検討して、農福連携ができるような事業が展開で

きればと思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 町長、お伺いいたします。本町の障害者就労支援についてのご所見、お聞かせい

ただけますでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 
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 今、岡前、前野のほうにそういう組織がございます。そういった方々の少しでも

社会参加、自立支援ということで、町の施設、例えば農業センターの苗物の鉢上げ

とかをお手伝いいただいているところでもあります。 

 また今回、今、議員のおっしゃるような形で、直売場の中で運営主体の方、運営

の主体である空の駅の皆さん方、また行政が一緒になってそういった農福連携、そ

ういったまた障害者への自立支援、そういったことについてはできるだけ受け入れ

るといいますか、一緒になって活動できる。 

 ただ、今、議員のおっしゃるように、月曜日から１週間連続してお仕事をすると

かっていうことは、なかなか体力的にも難しいところがあろうかと思っております

ので、そこはまたできる範囲の中でお手伝いをしてもらうとか、そういったことに

なっていくことで、町民みんなが笑顔で、そしてまたみんなが元気で頑張れる町と

いうものは、これからみんなでつくっていければと思っております。そこについて

は、また町民の皆さん方のご理解、ご協力も必要かと思いますので、よろしくお願

いします。 

○１番（松山 小百合議員）   

 就労支援についてご答弁いただきました。障害者の方たち、Ｂ型事業所でお勤め

すると、時給も大体２００円ぐらいしか頂けないんだそうです。そういう観点から

も含めて、毎日はできないけど、例えばせっかくあの一帯、人が、人流が生まれる

とこです。やはり島内外から来た方にお金を落としていただきたい。その一部をＢ

型就労支援の事業所、もしくは作業に当たる障害者の方々に何かできないかなとい

うところでご提案したんです。 

 だから、前、高知県の梼原町などで拝見しましたように、毎日じゃなくても、例

えばジューススタンドみたいに設けますと。曜日ごとに、来れるときにスポット的

にＢ型事業所の方たちに入っていただく。それ以外空いたらもったいないよねとい

うところを、何か調整できたらなと。例えば空の駅の方に運営を委託されているの

あれば、そこに先ほど上岡課長が言うように、未利用、規格外の果物などをカット

していただく。それを用いてジューサーにかけて、委託販売でスムージーとか出し

ていただくとか、そういういろんなことが考えられる、その調整をぜひしていただ

きたいと思います。 

 様々なハンディキャップをお持ちの方々にもしっかりと光を当てていただきます

よう要請いたしまして、次に移ります。 

 ３項目め、２点目の天城町の観光振興の展望について、併せて質問してまいりま

す。 

 梅岡課長、お伺いいたします。闘牛場には、ＶＲコーナー、直売所、ほかに予定
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しているブースはないでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 あまぎ自然と伝統文化体験館の施設内の部分ですけども、まず直売所、そして

我々観光のＶＲコーナーというものがありまして、真ん中には本体があるという形

でありますので、今のところそういったＶＲコーナー、直売所の２点だけでの……、

そうですね、失礼しました。ＶＲだけではありませんでして、中身につきましては、

天城町の歴史が、映像で見ることができる分野と、あと今おっしゃいましたＶＲの

体験型、そして大型シアターで、今ちょっと制作しているんですけども、ウンブキ

とか水中の映像が提供できるコーナーになっておりますので、今のところそういっ

たところで準備をしています。 

○１番（松山 小百合議員）   

 例えば闘牛場の中に、先ほど観光パック、そこのいろんなところを売り出したい

というお話も町長から答弁ございました。そういった観光に、観光パックみたいな、

そういう観光案内所的な、そういう機能を付したそういうのも考えられないのかど

うか、その辺いかがでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 町長の答弁でもございましたとおり、将来的に体験コーナーの受付窓口があるん

ですけども、そこは観光の案内所なるものにできないかなというふうに、今、我々

別の部門で動いております。 

 そこで、今、観光ツアーの商品パッケージを我々つくって、それを売り込みして

いきたいと思っていますので、そこでそういった部分を網羅できないかというよう

な窓口をつくりたいなと考えております。 

 併せまして、今、我々、町営バンガロー、与名間・大和城バンガローがあるんで

すけども、そういった機能も将来的にはそちらに移管をして、我々ですとバンガ

ロー、どうしても受け身になってしまうので、そういったコーナーがあれば、また

率先して売り込みができるような形になると思っていますので、そういった部分も

将来的にできればなと思っています。 

 併せまして、イベントをする際には直売所の手前のほうにイベントの広場、専用

の広場を設置しておりますので、そういったところで物販とかフリーマーケット、

そういったこともできるようになるかなというふうに想定しているところです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 今、観光案内コーナーみたいなのを前向きに視野に入れて、準備を進めているよ
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うなお話でしたので、少しここを掘り下げさせてください。せっかく業務の、観光

パックのつくって、販売、予約、運営まで担うというところでいうと、やはり天城

町の観光部門に特化した部署、セクションになると思うんです。今、天城町の商工

水産観光課で、例えば抱えている、雑務って言ったら駄目ですね、そういう観光に

特化した業務を移管するというところで掘り下げさせてください。 

 ちょっと話がそれるんですけど、先日ムシロ瀬のトイレを利用する機会があった

んです。不衛生な感じが否めない状態で、ムシロ瀬を訪れる方ががっかりするのか

なと心配になったところです。また、バンガローの清掃状況に関しても、芳しくな

いという声もまだ聞こえてきます。委託先としましては、シルバー人材センターを

活用しているということだったと思うんですけれども、マンパワー不足が懸念され

ます。 

 そこで、公共トイレ、バンガローの清掃の一部を障害者支援施設に委託していた

だけないかどうか。 

 私は、以前ほーらい館に毎日息子送迎して、利用していました。そのときに、障

害者の方々が、多分Ａ型かＢ型の事業所の方々だと思われます。日曜日の朝、すご

い人数で全館の清掃と、外にある屋内外のトイレで清掃するんです。管理者も帯同

して、きれいに清掃してました。雑巾なんか並んでかけてたら、隙間が開くかなと

思ったら、ちゃんと、分かりますか、重ねていくようにモップもかけてあったんで

す。感心しきりでした。 

 だから、そういう形で管理者も帯同するはずなので、天城町も障害者への就労支

援というところでもつなげていただきたい。梅岡課長、このあたりいかがでしょう

か。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今、現在のムシロ瀬のトイレ、すいません、観光施設等の整備、環境整備が行き

届いてないところにつきましては、申し訳なく思っております。また我々はしっか

りと対応していきたいと思います。申し訳ございませんでした。 

 今、松山議員のお話の中で、障害者への就労支援というところなんですけれども、

観光施設のトイレ等の部分については、今の現状、まだ私のほうで考えておりませ

んでした。 

 といいますのが、あまぎ自然と伝統部体験館が運用開始した際に、例えばあそこ

でイベントがあったときなどの掃除等をそういった障害者の就労支援につなげられ

ないかなというふうなところは、ちょっと考えを今は持っているところでして、こ

れがすぐすぐできるかどうかはちょっとあれですけども、そういった部分につなげ
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ていければなというふうには考えております。 

 ただ、体験館が運用開始当初は、なかなかすぐすぐ民間の方には委託をすること

はなかなか難しいというふうに考えております。しばらくは我々のほうでしっかり

と運用、１年間通してスケジュール感とかいろいろつくり上げた後に、将来的に民

間のほうに委託できればなというふうに考えておりますので、それも含めて、そう

いった障害者への就労支援にもつなげていければなというふうに考えております。 

 そこを考える中で、今現在、町内の観光施設、バンガロー等の掃除等はシルバー

さんにお願いしていますけども、そこも今後はいろんな要因を含めて考えられるの

かなというふうには考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 おっしゃっていましたバンガローの予約管理業務、これも行く行く観光案内セク

ションに移行するものだとしたら、例えば売上げの５％、これを管理委託料として

お支払いするとかしたら、委託されているバンガローの予約を積極的に埋める工夫

をすると思うんです。その際は、公共施設であるバンガロー、これ私物化しないよ

うな仕掛けも用意することも申し添えておきます。 

 町長、お伺いいたします。バンガロー、公共施設のトイレの一部、また、梅岡課

長がおっしゃってた闘牛場のイベントの後の清掃等、障害者の就労継続、支援施設

への委託、見解をお聞かせください。 

○祷 清次郎副町長   

 障害者の就労支援について、先ほどからご提言またご質問がございます。これに

つきましては、町としましても重要な課題であると捉えております。 

 来年３月末には完成予定のあまぎ自然と伝統文化体験館を核としたしたうおっち

ょであるとか山猪工房、そういった一帯の施設を一体化として、将来的には天城町

の発信拠点として利活用していきたいと考えております。 

 障害者の事業所の方とは、先ほどご提言があった直売所での作業、またうおっち

ょにしかり、体験館にしかり、できる作業についてまた今後協議をしながら、でき

るだけ支援できる体制を取っていきたいと考えておりますし、懸念するマンパワー

の部分でございます。確かに担当課また観光関連団体等、マンパワー不足は否めな

いと感じております。それについては、これから双方で協議をしながら来る完成に

向けて取り組んでまいりたいと思いますし、そのために管理条例についてはしっか

りと整えながら、議会のほうにお示ししていきたいと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 前向きに検討していただくということで、先ほど申し上げましたバンガローの、

公共施設の清掃、トイレも含めて、多分役場の職員が毎回、定期的に点検とか、そ
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ういう業務もままならない状況が続いているのと思っています。だから、公共トイ

レの清掃とか、バンガローの清掃の配置とか清掃の点検、指導、ここまで観光案内

のセクションに、商工水産観光課とかから移管していただくことはどうかと考えて

います。 

 というのも、何ていうんですか、例えばですよ、観光案内ブースに移管できるこ

と、それでいろんなほかの課にも観光として何か抱えているところがちょこちょこ

っとあると思うんです。せっかくそういうセクション設けるんだったら、できたら、

例えばですよ、課長会になるものがあるんですよね。各課の課長さんでいろいろ、

こういうのがあるんだけど、そこを移管してもらえないかなという事前に洗い出し

もしていただきたいです。 

 ちなみにうちの局長、何聞いても答えてくれるんです。こんなに課長さんたちっ

て、あっちこっち回っているからいろんなこと知っているんだなと思ったら、だか

ら、課長会でほかの課長さんに聞いたらいいアイデアとか、いや、これも移してち

ょうだいってなると思うんです。だからぜひ、せっかくのこんなして行く行くこう

いうセクション設けるんであれば、せっかくの人員配置ですので、お支払いする分

はきちんと働いていただきたい。場内の職員の業務負担の軽減も図りつつ、その余

力をクリエイティブに、柔軟に行財政運営に皆さんが努められるようにしていただ

きたいと思います。 

 では、４項目め、平土野商店街の活性化について行きます。飲食業の参入を後押

しできるような施策について質問を進めていきます。 

 平土野の活性化につきましては、以前、一般質問でご提案したように、私は再開

発一択だと考えています。 

 でも、それにつきましては、天城町の商業中心地区として、中長期的な検討をし

ていく必要性があると思います。それをお示ししたところであったかと思います。 

 では、今あるものを利用していかにつなげていくか、そこにつなげていくかとい

うところで質問していきます。 

 現在、天城町は、先ほども答弁あったように様々な施策を展開しております。ほ

かにも手だてはないかなというところで、皆さんはせんべろというシステム、ご存

じでしょうか。千円払うと、３杯の飲み物と小鉢にこうやっておつまみが一皿チョ

イスできる、そんな、ざっくりとしたらこういうイメージです。 

 沖縄県の那覇市栄町商店街というところがあるんですけど、戦後の復興で生まれ

た市場で、市民の台所としてにぎわいを見せておりました。だけど、周辺の開発が

進むにつれて、シャッター商店街となってしまっていました。でも、その後空き店

舗に、こうやって今申し上げたせんべろなどの業態の飲食店が軒を連ねた結果、古
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い商店街です。ノスタルジックな市場の顔を残した観光スポットに今変貌を遂げて

おります。 

 平土野商店街に対して、そのような飲食店を派生させる手だてについて議論して

いきたいと思います。 

 先日、水保全の作業で、ムシロ瀬の入り口、沈砂池のアダンの伐採を行ってきま

した。午前中から昼、夕方ぐらいまで、私ずっと一緒に作業している中で、観光バ

スとかレンタカーの往来が結構な数見られたんです。数を数えたわけじゃないんで

すけど、有に１００人ぐらいは来ていたように感じられました。作業する集落の方

とも話したんですけど、こんだけ人来るんだったら、町民の皆さんにお金を落とす、

落ちるような何かやったらいいのにねっていう話で盛り上がったところでした。 

 今はないんですけど、昔はムシロ瀬にパーラー、直売所、売店みたいのがあった

ようです。仮にこれを、これからムシロ瀬入り口に飲食店など店舗として、工作物

設置に関してどのようなハードルがあるのか、梅岡課長、いかがでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 ムシロ瀬につきましてですが、あそこは国立公園第１種特別地域というふうに、

環境省から伺っております。当然ながら、工作物等の設置については管轄する環境

省との協議が必要になってまいります。 

 併せまして、これかなりハードルがあるんですけども、管轄の環境省との協議の

上、今度は環境省の本省のほうで審議会になるものがあるということで、そこでの

許可が出た後の工作物の設置というふうに伺っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 土日の数時間だけでも、天城町の方に収入となるような何かないかなと考えたと

きに、今申し上げた店舗などの工作物設置、先ほど申し上げた商店街のテナントの

出店、ありますよね、補助とか、それハードルが高いわけですよね。高いとなれば、

移動販売とかキッチンカー、屋台という手があるのかなと思ったんです。 

 ムシロ瀬に来た人に、どうやってお金を落としてもらえるだろうって考えたとき

に、いや、あそこ観光バスは、そのままうおっちょで昼御飯食べるんですっていう

ところもつかんだんです。 

 だけど私、この間所管事務調査で沖縄に行ったときに、平和祈念公園の鹿児島県

の県人のところで慰霊を行ってまいりました。もうちょっと閑散としたところだっ

たんですけど、うちの先輩議員たち、やっぱりちゃんとアイスクリームとか買うん

です。こうやってお金落ちるんだって肌で思った、肌感覚としてそう思ったんです。

だから、ちょっとでもこういう方って絶対いるから、何か手だてがないかなと思っ
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たところだったんです。 

 どうしたらその間口を広げられるかって考えたときに、電気があれば出店等、出

してみようかなと思うと思ったんです。例えば設備投資の一つとして発電機が上が

ってくると思うんですけど、調べてみると結構いいお値段するんです。このハード

ルをどうにかできないかなと。 

 そこでコンセントポール、お配りした資料の裏面をご覧ください。 

 これ、コンセントに施錠つき、鍵つきのカバーをして、バンガローのように予約

制として出店料、日額でもいいので定額設定したりとかして、出店料のお支払いの

ときに鍵をお渡しします。そしたら、電気使用料は町で持っていただいたら、発電

機とか大きめの初期投資がかからない。そうなってくると、お試しでの出店が可能

になります。 

 イメージとしては福岡の天神の屋台とか、そういう感じです。屋台出して手応え

があったら、次、町長の答弁にもあったように、平土野地区の活性の事業ありまし

たよね。３つぐらい、町内でもきばれ応援事業みたいな、そういうのに派生してい

くのではないかと期待したいところなんです。いわゆる平土野の商店街のテナント

出店につながる足がかりになるかなと思ってのご提案です。 

 梅岡課長、上岡課長、森田課長、コンセントポールの設置、ムシロ瀬駐車場とか

平土野商店街駐車場、闘牛場駐車場にご検討いただけないでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 農政課といたしましては、直売所がありますので、イベント等がある際はその周

りに、それこそキッチンカーだとか店舗が出ることによってにぎわいも出ると思い

ますので、設置が可能であればやっていきたいと思っております。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まず、ムシロ瀬で松山議員さんがおっしゃいましたキッチンカーですとか、そう

いった部分ではかなり有効な手段かなと思いましたので、今、町内にはそういった

キッチンカーがございませんけれども、商工会にもそういったところはつないでい

きたいなと思っております。 

 今のご質問のコンセントポールにつきましては、まずムシロ瀬で、特別地域につ

きましては、環境省と協議が必要であると思いますので、どうしても景観を損なう

ような建築物はなかなかハードルが高いようです。 

 ただ、これですとそんな高さもないので、すんなりいくと思いますが、また電気

の配線ですとか、そういった部分はあるとは思うんですが、すぐすぐは設置という
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段階には至らないと思いますけれども、ちょっと考えさせていただければと思いま

す。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 コンセントポールの設置ということで、ムシロ瀬につきましては、今、梅岡課長

がお話ししたとおり、環境省のほうの許可申請が必要かと思っております。 

 それ以外の地域につきましては、町のほうで活用があるという判断があれば、い

ろんな事業を活用しながら設置はできるんじゃないかなとは思っております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 屋台にしても、キッチンカーにしても、移動販売にしても、食品衛生責任者の講

習の受講と保健所での営業許可が要ります。奄美地区でしたら名瀬で受講、受講料

が１万円ぐらいかかります。受講料の旅費の助成も天城町でやるよと、出店への

ハードルが下がるのではないでしょうか。そこまでしてではなくて、そこまでしな

いといけないのかなと考えております。髙課長、前向きにご検討いただけないでし

ょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 まず、食品衛生責任者の講習なんですけれども、今、松山議員のほうで、奄美市

のほうで開催されているということでしたけれども、徳之島地区におきましても、

徳之島保健所のほうで年１回開催しております。 

 ちなみに令和７年度におきましては、１１月７日に開催されてまして、５５名の

方が徳之島全体で受講されて、また修了しております。天城町におきましては、

５名の方が取られています。 

 今、対面式の講習会の話をしましたけれども、令和４年度からｅラーニングとい

うものがありまして、要は動画を見て、パソコンとかスマホとかで講習を受けると

いうことができるようになったんですけれども、これにつきましても、本町におき

ましては、令和７年度は３名の方がｅラーニングで受講されてまして、８名の方が

今回、今年度、食品衛生責任者の資格を取得しているようです。 

 これにつきまして、先ほどありました１万円という少ない金額ではあるんですけ

れども、これにつきましてはまた企画財政課のほうと平土野地域活性化であれば、

その基金事業を活用するのか、また先ほど言いましたキッチンカーとかであれば、

また町全体となってきますので、また別に要綱等を制定するのか、前向きに検討し

ていきたいと思います。 

○１番（松山 小百合議員）   
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 課長がおっしゃるように、鹿児島県食品衛生協会では、食品衛生責任者養成講習

会をｅラーニング方式による講習の実施を開始しております。オンラインでの受講

料、これ少なく１万円というんですけど、やっぱりそこの１万円、だけど大きい

１万円だと思うんです。助成することで天城町の方がチャレンジして、さっき言っ

た観光スポットになるような見通しを立てての助成につなげていただけたらなと思

います。 

 天城町の飲食店起業支援としては、大変充実しております。平土野活性化基金活

用事業補助金として飲食店、飲食店以外にもそれぞれ対応するものが用意されてま

すし、町内全域対象にきばれ起業家応援事業補助金もございます。 

 でも、要綱を見ると、これ全部要綱を見たんです。仮設店舗で事業をしようとす

るものは対象外となっておりました。そのあたりも、先ほど言ったように、店舗を

構える前の段階、例えばさっき言ったキッチンカーの改装費用の一部、リヤカーを

改装して、天神の屋台ですね。屋台にするリヤカーの改装費用の一部を賄うものと

か、飲食店お試し助成みたいなのを言うのもいい種まきになるのではと考えます。

髙課長、種まき、大事かと思います。いかがでしょうか。すいません、よろしくお

願いします。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 食品衛生責任者の資格取得につきましての助成につきましては、前向きに検討し

ていきたいと思います。 

 また、先ほどありましたいろんな事業に対しての要綱等、また事業費の制定につ

きましては、全課でまた協議していきたいというふうに考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 飲食店の参入は、平土野商店街の活性化に直結するものと考えます。さらに間口

を広げ、ハードルを下げる必要があるのかな。そのために、屋台やキッチンカーで

お試し出店というところに着目いたしました。そこに対しても何らかの手だてがあ

れば、今後テナントでの飲食店への事業展開につながるのではと考えます。 

 町長、お伺いいたします。食品、もうこれはいいかな、いいです。すいません。 

 平土野商店街のノスタルジックな雰囲気の中、せんべろとか、そんなような立ち

飲み屋さんとか飲食店が複数あれば、夜は夜で、町民の皆さんや島外から来られた

方の憩いの場所、夜の観光スポットにしていただいて、町内で生まれたお金を町内

で回していくためにも、移動手段の確立は必須となります。公共ライドシェアの実

用的な運用を見据えていただきますよう、あと網羅的に施策を講じていただきます

よう要請しまして、あと天城町の夜の観光スポットの誕生に期待をして、私の一般
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質問を終わります。 

 以上で、松山小百合議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号７番、昇健児議員の一般質問を許します。 

○７番（昇 健児議員）   

 １２月に入り、ようやく日差しが心地よく感じる季節となってまいりました。明

日より、製糖も開始されますが、今年はサトウキビの生育も良好、畜産においても

少しずつ価格が回復しており、またバレイショも近年価格が安定しており、喜ばし

く思っているところです。これから数ヶ月は各業種において繁忙期となりますが、

健康第一で無理をせず、町民の皆様が元気に正月を迎えられることを願っておりま

す。 

 それでは、先般通告しました５項目９点について質問いたします。 

 １項目め、建設行政について。 

 その１、町道、農道施設の管理体制について（細かい修繕箇所への対応）。 

 ２点目、前野住宅Ｂ棟の駐車場入り口を広げられないか。 

 ２項目め、水道事業について。 

 １点、国土強靱化推進事業等で給水管本管の更新を進められないのか。 

 ３項目め、教育行政について。 

 １点目、野生バトによる学校などへのふん害への対応について。 

 ２点目、Ｂ＆Ｇ体育館の改修、またトレーニング室の拡張・利用促進について。 

 ３点目、方言（島口）の継承の取組について。 

 ４項目め、地域活性化について。 

 その１、各景勝地へのベンチ設置や日よけ屋根の設置について。 

 ２点目、平土野アートプロジェクトを町内全域に広げられないか。 

 ５項目め、デジタル推進について。 

 １点、天城町公式ＬＩＮＥの町民への普及推進について。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、昇議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、建設行政について。 

 その１、町道、農道施設の管理体制について（細かい修繕箇所への対応）という

ことでございます。 

 お答えいたします。 
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 町道の軽微な修繕につきましては、職員で対応可能な規模の箇所についてはそれ

ぞれ職員で対応しております。 

 また、それ以上の規模になる場合は、町内の業者等へ依頼をして対応していると

ころでございます。 

 集落の区長または町民から直接連絡を受けたりしておりますが、その箇所につき

ましては、至急その現場を確認し、補修・修繕を行っているところでございます。 

 また、農道・水路等の管理につきましては、多面的機能支払交付金事業の対象の

範囲内は、各地区の組織で対応していただいているところでございます。 

 その他、対応が困難な箇所につきましては、町のほうで補助事業等を導入しなが

ら適宜対応しているところでございます。 

 建設行政について、その２項目め、前野住宅Ｂ駐車場入り口を広げられないかと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 前野団地Ｂ棟は令和６年に完成し、子育て世帯６世帯が現在入居中でございます。

そして、集落の活性化に寄与しているものと考えております。 

 ご指摘の入り口につきましては、町道とその入り口が鋭角になっており、少し不

便に感じるところです。 

 入口左側を１ｍ程度拡張し、不便解消に努めたいと思います。ご指摘、ありがと

うございます。 

 ２項目め、水道事業について、その１、国土強靱化推進事業等で給水管本管の更

新を進められないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 給水管の更新は、国土強靱化の中の重点分野であります。 

 天城町国土強靱化地域計画におきまして、安定的な水道供給を図るため、配水・

送水施設の更新、老朽化施設や老朽管路の改修と維持管理を実施する必要があると、

その計画の中ではしております。 

 その計画を踏まえまして、国庫補助金の簡易水道等施設整備費、生活基盤近代化

事業を活用して、令和５年度から令和９年度の５ヶ年で、松原浄水場、中部第５三

京浄水場、中部第２瀬滝浄水場、中部第４当部浄水場の更新を年次ごとに進めてお

ります。 

 給水管本管の更新につきましても、令和５年度に大津川地区内、令和６年度と

７年度に瀬滝地区の一部にて、水圧の低い地域を布設替えいたしました。 

 補助対象条件のクリア、また予算の制限、また水道事業の経営状況等もあります

ので、今後も計画的に実施するよう努めてまいりたいと考えております。 
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 ３項目め、教育行政につきましては、教育長のほうからお答えいたします。 

 ４項目め、地域の活性化について、その１、各景勝地のベンチの設置や日よけ屋

根の設置についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 町内各景勝地がございますけども、ベンチや日除け屋根、いわゆるあずまやが整

備されていない箇所があることは承知をしておるところでございます。 

 あずまや等の整備につきましても、これまでも本定例会でご質問いただていると

ころでございますが、現在、令和８年度の奄振事業の計画の中で、町内２ヶ所に展

望台施設整備をすることで準備を進めております。 

 また、当事業の完了後も補助事業を活用しながら、段階的にあずまや等を整備で

きないか進めてまいりたいと考えております。 

 地域の活性化について、その２、平土野アートプロジェクトを町内全域に広げら

れないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 この事業は、商工会青年部の皆さんが主体となり、アートを通じて活力ある平土

野を創出することを目的として、平成２９年度から実施をしてきております。 

 現在、平土野まち歩き事業と連携して、アートを巡り、クーポン券を取得するこ

とによる平土野商店街への消費拡大にもつなげており、地域の活性化に期待してい

るところであります。 

 商工会青年部が積極的に取組を進めておりますので、町といたしましても、引き

続き支援、協力していきたいと考えております。 

 町内全域に広げていくっていうことにつきましては、本事業の進捗、効果などを

踏まえながら検討させていただきたいと考えております。 

 ５項目め、デジタル推進について、その１、天城町公式ＬＩＮＥの町民への普及

推進についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 天城町公式ＬＩＮＥは、本年３月３１日に運用を開始いたしました。 

 公式ＬＩＮＥアプリの普及推進につきましては、町のホームページ、また町広報

誌での周知、またチラシの全戸配布などを行っているところであります。 

 運用開始から８ヶ月が経過し、１２月現在で約５８０名の方にご登録いただいて

いるところでございます。引き続きこのアプリの普及に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上、昇議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 次に、教育行政について答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは皆さん、きゅうがめら、よろしくお願いいたします。 

 それでは、３項目めの教育行政についてお答えいたします。 

 その１点目、野生バトによる学校へのふん害の対応について。 

 お答えいたします。 

 岡前小学校における野生バトによる糞害の現状は把握いたしております。これま

で現場を確認したり、ハト対策として固形タイプやスプレー式の忌避剤で対応しま

したが、効果は一時的なものでございました。 

 教育委員会といたしましては、児童が安心して学校生活を送れるように、市販さ

れている鳥害対策用品などの設置や学校施設に隣接する木を伐採するなどしてハト

が近寄りにくい環境改善に取り組んでまいります。 

 ２点目、Ｂ＆Ｇ体育館の改修、またトレーニング室の拡張・利用促進についてで

ございます。 

 お答えいたします。 

 Ｂ＆Ｇ体育館の改修につきましては、老朽化の進んでいる箇所や町民の皆様から

の要望を踏まえ、Ｂ＆Ｇ財団からの修繕助成事業を活用して取り組んでまいります。 

 また、トレーニング室の拡張・利用促進についても、トレーニング器具等の充実

を図るとともに、利用者の皆さま方の安心・安全を考慮したトレーニングスペース

の確保を検討してまいりたいと考えております。 

 教育行政の３点目、方言（島口）の継承の取組についてでございます。 

 お答えいたします。 

 島口には、島の暮らし・自然・風習に根ざした独特の表現や考え方が含まれてお

ります。島口を通じて、先人が大切にしてきた価値観や生活の知恵を次世代に伝え

ることが大切だと認識しているところでございます。 

 町内の各学校では、昼の音読放送時に島口で挨拶をしたり、地域の方を招いて島

口継承に取り組んでいるところでございます。 

 また、公民館講座の三味線教室や町民文化祭、徳之島民謡大会、さらには結シア

ター手舞への活動支援などを通して、間接的ではございますが、方言の普及啓発等

に関わっているものと認識しております。 

 現在、子供会活動の一環で、地域の方との交流の機会を設け、島口に触れる場を

創出するなど、多方面に助言やお願いをしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 しばらく休憩します。午後１時１０分より再開したいと思います。 

休憩 午後 ０時０８分 

─────────── 

再開 午後 １時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 昇議員。 

○７番（昇 健児議員）   

 それでは、１回目の答弁いただきましたので、引き続き順番にもう少し聞いてい

きたいと思います。 

 まず１項目め、建設行政、町道、農道施設の管理体制についての件ですけれども、

答弁では、できるところは職員で対応し、それ以上の規模になる場合は町内建設業

者へ依頼をしておるということですけども、これが素早く対応できていれば問題な

いと思いますが、やはり職員の皆さんも、ほかにいろいろな現場を持って、なかな

かそう早急に対応できない場面も多かろうと思いますし、また業者も今人手不足と

か、また現場を複数持ってたりして、なかなかそれに対応できないケースも増えて

いるというか、業者を見つけるのも苦労している状況がないかなと思って、これが

今、最近ではよく出ている樹木の伐採ですとか、また路面の穴ぼこへの対応とか、

こういった要望も多いと思うんですけれども、こういったところをそういう知識の

ある方が、例えば会計年度任用職員とか、そうでなくても臨時的に短期、何ていう

んですか、そういう方がいれば臨機応変に動けて、素早くそういったものにも対応

できるんじゃないかという思いから、これが今建設課の雇用している部隊というか、

何名か道路管理をしている方々もいらっしゃいますけども、見てると、もうそれ以

上の仕事も厳しい、逆に足らないぐらいじゃないかなっていうふうに見ているもの

ですから、そういう方が課内に１人、昔はそういう人もいたっていうようなことも

聞くことはあるんですけども、そういった方を雇い入れるというか、あれば、建設

課でもうまくそういう細かい対応にも素早く動けるんじゃないかなという思いから

質問だったんですけれども、実質どういう状況なのか伺います。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 現在、会計年度任用職員４名、あと短期雇用で２人、６名で町道の維持管理のほ

うは進めております。 

 今、議員がおっしゃられるように、基本的には道路ののり面等の除草であったり、

要望があれば集落内の樹木の伐採、道路に係る部分ですけど、そういうのもやって
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おります。 

 今おっしゃられるように、以前は現業職員といいますか、そういう形で役場職員

として建設課に配置して、例えば集落内ですとか、あと畑の間の道とか、重機を持

っていって路盤を固めて舗装する、そういう専門職もおりましたけども、もうここ

二、三十年はそういう方は雇っておりません。 

 また今、先ほど話した作業員のほうでは、そこまでの、今はそういう土木の半分

専門的な土木作業をできる職員は、今のところ建設課には配置してないところです。 

 おっしゃられるように、そういう方を会計任用、土木建設業経験のリタイアされ

た方とか、経験者とか、そういうのを雇って、そういう臨機応変に対応できればい

いんですが、今、どちらかといえば、それほどそういう箇所が多いわけではありま

せんので、年間通して雇用して、その人たちの仕事が逆にあるかなというのも少し

考えます。 

 それであれば、路面の悪いところか、そういうのはうちの職員でできますので、

あとは例えば側溝が破損して落ちているとか、そういうのを補修する際にそういう

方を雇っていれば、臨機応変にできるんですけども、今はなかなかそういう人を雇

ってやるような仕事が年に数回、何回あるかというと、そこまで数はないのかなと

考えておりまして、今は建設業者、あるいは民間業者に依頼をしているところです。 

○７番（昇 健児議員）   

 今対応できている状況であればそれでいいと思うんですけど、今後、例えばそう

いう状況によってですけども、追いつかないとか、そういう状況になったときには、

その方を例えば道路班、することがないときにはそっちに回ってもらったりとか、

いろいろやり方はあると思います。 

 また、業者に頼むと、どうしてもやはりその会社として社員を現場にやらせて、

道具を、機械を使ってとなると、どうしてもちょっと割高になるところもあるかと

思いますので、そういう費用面でも抑えられるのではないかという思いでの質問で

した。 

 いずれにしても、やはりそういう細かい要望等に対しても、それぐらい自分でで

きるんじゃないかとかいう、思うこともあるかとは思いますけれども、やはりそれ

ができなくて、困って助けを求めてくる状況であろうと思いますので、そういうと

ころは素早く動けるような体制を今後状況が変化した場合には、そういったことも

含めて検討していただくよう要請しまして、簡単ですが、次の質問に行きたいと思

います。 

 ２点目、前野住宅のＢ棟駐車場入り口を広げられないかということで、答弁とし

ては１ｍ程度を拡張し、不便解消に努めます。これは、もうやるということで認識
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してよろしいでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 今、既に拡張については依頼をして、前のほうに進んでおります。 

○７番（昇 健児議員）   

 早急に行えるということで。 

 １ｍ程度ということですけれども、私のほうで現場見ますと、ちょっとそこは現

場を見ながら、私はもう少しちょっと広げたほうが、軽自動車とかですといいと思

うんですけども、また大きい車乗っている方もいらっしゃるようですので、その辺

は現場を見て、必要な分は思い切ってしていただきたいなと思います。 

 あそこ見ますと、道路と敷地内で段差が何十cmか、３０cmぐらいあるんですかね、

あるんですけれども、そこはどのように考えているのか、解消を。 

○宮山 浩建設課長   

 その左側、少し入り口を拡幅しますと、駐車場の敷地になる部分と３０cmくらい

道の高さが、高低差が出ますので、そこは隅切りをしまして、すりつけをしまして、

そこのカーブのところがきれいに回れるようにすりつけをします。 

 今、あまり広げますと、その先に浄化槽がありまして、これは車が載っても大丈

夫な浄化槽なんですが、極力その浄化槽の上を走らせたくないなというのがありま

すので、あまりに拡幅の範囲を広げるのもどうかなと、余計すりつけが、さらに急

になってきますので、若干１ｍから１．５ｍ程度ぐらいがぎりぎりかなと考えてお

ります。 

○７番（昇 健児議員）   

 入ると、住宅側に植栽というか、木を植えてあるんですけども、回る際にそれも

ちょっと障害物のような気もしたんですけど、これは、移動とかそういったのはで

きないんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 建物の西側に３ヶ所均等に配置してあります、その一番北側の円形の植栽ますに

植えてあります。これは、補助事業に絡んでおりますので、移設をすれば問題はな

いと思いますが、また移設するにしても、取り除くというのは今、補助事業対象で

したので、取り除きはできません。 

 ですので、やるんであれば移設なんでしょうが、どこに、今バランスよくありま

すので、見た目もまた景観も悪くなるので、ちょっとそれも今課内で検討してます

ので、どうしようかなということで、取ったほうが確かに車は走りやすいと思いま

す。 

 走りやすいんですが、今度は逆に建物側に車が寄らないためのものでもあるので、
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少し検討させていただきたいと思います。 

○７番（昇 健児議員）   

 分かりました。その辺、できれば住民とも語ることがあれば、今回の改良で、み

んな納得いくような形でしていだければと思います。素早い対応していただけるよ

うですので、住民も喜ぶと思います。早期の実施を要請しまして、次の質問に行き

たいと思います。 

 ２項目めの水道事業について、１点目、国土強靱化推進事業等で給水管本管の更

新を進められないかということですけれども、先日、松原上水場が完成しまして、

急速ろ過方式ということで、雨天時の水の濁り等が大きく改善されるということで、

期待しておりますが、先ほど答弁で、幾つかの今後の予定もおっしゃってましたけ

れども、もう一度ちょっと、今後の水道事業、この計画というのは令和９年まで計

画があるということでしたけれども、どのようになっているのか、もう一度お聞き

します。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 今現在、令和７年度、中部第２浄水場のタンク、三京浄水場、中部第５になりま

すが、こちらの設備ということで、事業を進めております。 

 令和８年度には、今現在計画しておりますのが、中部第２上水場の処理機の更新、

当部浄水場の緩速ろ過方式から急速ろ過方式への更新、令和９年度には基幹改良工

事としまして、配水管の布設を計画しております。 

○７番（昇 健児議員）   

 配水管の布設というのはどこから、本管布設替えというか、更新ということです

か。 

○西松 清仁水道課長   

 今現在の計画で、本管の更新ということで、今のところは松原地区の老朽化して

いる本管を更新する予定でございます。 

○７番（昇 健児議員）   

 近年、全国的に上下水道管の老朽化による漏水事故等が多発して、国としても更

新に係る支援を行っていくというような内容の記事がありましたので、本町として

はどう考えているのかという思いからの質問です。 

 今、松原のほうから令和９年度からっていうことがありましたけれども、本町の

給水管本管の多くが布設から長年、うん１０年経つと思いますけれども、町内にお

いて不具合、また漏水等が、起きていると思うんですけれども、見てますと、どう

いった状況なのか、設置後の年数等、もし分かりましたら教えていただければ。 
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○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 本町の配水管につきましては、それぞれ事業、平成に入っても行なっており、ま

た令和のほうでも行ってきております。 

 ただ、今、全国的にも取り沙汰されておりますが、老朽化による陥没等大きな事

故も起きております。本町におきましても、老朽化による漏水工事が今結構頻発し

ている状態ではあります。 

 現在行っているのは、応急処置的に漏水のあったところを工事するという形にな

っておりますので、今、昇議員からもありました国土強靱化の中で、抜本的に全体

的な計画を立ててしていかなければいけないとは思っておりますが、そのほとんど

が古い配水管になりますので、これを順次計画を中長期的に行っていく必要がある

ものと考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 また、水道行政のもう一つの課題として、各地域において水圧が低いという家庭

が少なからずあるかと思います。高低差よる圧不足もあるかと思いますが、もう一

つの原因として、本管からの支水管が細くて、その管からまた複数家庭に分配して

いるために、夕方から夜にかけての、利用度が上がる時間帯に水圧が不足するとい

うケースも少なくないと思います。 

 ですので、本管更新の際に併せてそのときの実情に合った、家屋も何十年前と比

べるとあちこち増えてますし、状況変わっていると思います。実情に合った支水管

の配管を進めることで、多くの家庭において水圧が改善されるのではないかと思っ

ているんですけれども、現状が今話したような、そういうところを課長のほうでは

どういう見解をお持ちなのか。 

 また、本管から、私が思っているのは、各家の中はもちろん、自分で責任という

か、工事をする必要があるとは思いますが、何ていうんですか、家々がある前の細

い道になるかと思いますが、そういったところまで、例えば２５とか３０mmぐらい

の管を埋設、これは事業には組み込めないかも分かりませんが、そういったところ

まですると、課題解決にもつながるのではないかと思っているんですが、その辺あ

たりは可能なのかどうなのか、ちょっとお伺いします。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 町長の答弁にもありましたが、令和５年度では大津川地区の集落内をさせていた

だきました。その際に、今議員がおっしゃるような配管をして、事業では本管の配

管までしかできませんので、水道課の一般財源を充てまして、各取付メーターまで
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ということで工事はさせていただきました。 

 今現在行っている瀬滝地区、岡前地区でも行ってますが、そちらに関しても本管

の布設替に伴いまして、つけ替えをしないといけませんので、今、つけ替えのほう

までやらせていただいております。 

○７番（昇 健児議員）   

 それを聞いて安心しました。そこまですると、大分課題も解決しているだろう、

町民もありがたく思っていることと思います。 

 もう一点、前回９月の定例会において、委員会のほうから申入れもあったかと思

いますけれども、安定した水道事業の確立のため、今後、水道料金の改定、値上げ

になりますけれども、そういったことも検討して、検討というか、そこも事業を推

進していく上で必要になってくるんではないかと思っているんですけれども、今後

のスケジュール等などは課内でどういうふうに考えているのか、また実施する予定

でいるのか、お伺いします。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 今、水道料金の値上げの問題を取り上げていただきました。私どもも、水道事業

の健全な経営状況のためには、今の水道料金では立ち行かなくなるというのはもう

目の前に見ております。 

 何度か議会のほうからも、議員のほうからも、水道使用料は値上げしたほうがい

いんじゃないかというご提言もいただいております。 

 私どもも、今、この値上げに向けて準備をしております。この資料も出来上がっ

ておりますので、近いうちに審議委員会を、水道運営審議会を開催いたしまして、

早いうちに水道使用料の、町民の皆様にはご負担をかけますが、どうしても安心安

全な水を提供するためにはそのような措置も必要かと考えておりますので、早めに

水道使用料の改定を行うように進めていきたいと思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 今、こういう物価高の中で、なかなか値上げっていうと反発もあるかとは思いま

すが、ただ、他市町村と比べると天城町まだ今、現状だと安いほうみたいなことを

資料で見たことがあるような気もするんですけれども、実際どういう状況なのか、

もし分かれば。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 

 今、ちょっと手元に他市町村の資料が、他市町村のほうが先に改定をずっと行っ

ておりまして、ないんですが、昇議員おっしゃられるように、天城町は今群島内で
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も水道使用料は低いほうから位置しております。６年度に、伊仙町、徳之島町とも

に改定をしておりまして、天城町より高い状況にあります。 

○７番（昇 健児議員）   

 水道事業においては、毎年多額の繰入金によってサービスを維持している状況が

続いて、繰入金でよかったですかね、おりますので、改定も致し方ないのではと思

っております。 

 今後も安心安全な水を町内全域において配水・供給できるよう、計画的な事業計

画を、推進をお願いしまして、次の質問に移りたいと思います。 

 ３項目め、教育行政について、１点目、野生バトによる学校などへのふん害への

対応についてですけれども、答弁では、いろいろ対策をしてきたが、今のところ効

果があまり発揮できていないということでしたけれども、現場を見ますと、各フロ

アのベランダにおいてかなり深刻な状況でした。調べてみますと、ハト対策にも、

例えばＣＤをつるすですとか、磁石を設置する、剣山を設置する、ネットを設置す

る、電気ショック機器を設置する等、いろいろ複数あるようですけれども、一番効

果的だと思うのは侵入防止ネットを設置することだと思いますが、課としてはどの

ように、対策としてはいろいろあるように、先ほど言ったようにいろいろ対策方法

あるようですけれども、今後どのような形で行おうと考えているのか、また、いつ

頃実施できそうなのか、そのあたりをちょっと伺います。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 岡前小学校における野生バトによるふん害についてですけれども、学校のほうか

ら連絡をいただき、見に行き、そして忌避剤等を設置しながら対応したんですけれ

ども、効果が一時的なもので、学校にはご迷惑をおかけして、申し訳ございません

と思っているところでございます。 

 今、昇議員のほうからいろいろと提案がございましたけれども、教育委員会とし

ましても、防鳥ネットが有効的ではないかと考えているところであります。 

 ただ、ハトの防止をする上で、鳥獣保護管理法違法、気をつけないといけなくて、

あと原則捕獲・駆除が禁止となっております。ですので、物理的な侵入防止、阻止

ができたらなと思います。 

 防鳥ネットの設置につきましては、新年度のほうの予算のほうに計上させていた

だければなと考えております。 

 今年度につきましては、残り３ヶ月ちょっとありますけれども、しっかりとベラ

ンダ等の清掃と、ハトは汚いところに寄ってくる習性がございますので、ここの部

分を清掃、学校、教育委員会ともに一緒になって取り組んでいけたらなと考えてお
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ります。 

○７番（昇 健児議員）   

 課長のほうでは、北中でも、最初はその問題もあって、課長自ら行って掃除され

て、いろいろしていただいたというようなことで、校長もお礼を述べておりました

けれども、ネットが一番有効的、効果があると思うんですけれども、網もいろいろ

種類があると思います。大きい網目のものから細かい網目のもの、それもネットな

んかで調べると、当初は私も１０cm程度だったらいいんじゃないかと思ってたんで

すけれども、どうも専門家のほうは５cm、１０cmぐらいだと入られてしまうという

ことで、５cm角ぐらいが推奨ということが書いてありました。 

 網もちょっと太くなると、大分値段が変わってくると思うんですけれども、普通、

農家なんかも使っている防鳥ネットというか、そこまで細くていいのかどうかまで

は判断つきませんが、そんな太いものも要らないと思いますので、そのあたりも調

査しながら、そんなに大きな、多分ネットをかけるとなると、校舎、相当な広さ、

量になりますので、そのあたりも考慮しながらぜひ検討していただきたいと思いま

す。 

 あと答弁で、計画しているような答弁もありましたが、ベランダに止まって、そ

こでふん害とかもあるんですが、その周辺の樹木に巣を作って繁殖しているようで

して、学校側としては不要な樹木の伐採も要望しているようですけれども、これも

同じように来年度の予算で考えているということで、実施できるということでよろ

しいんでしょうか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 岡前小学校の西側のほうに面しているところに大きな木が生えておりまして、こ

れがまた町道にもかかっている部分もございます。全部伐採するのではなくて、景

観を整えながら、２階部分にかかるかかからないかぐらい、また、切るときに景観

をしっかり見ながら、業者とも打ち合わせながらやっていきたいと思います。８年

度当初予算に計上させていただきたいと思っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 ハトを居つかせない、寄せつけないためにも伐採、巣を作るような木、不要な樹

木は伐採する必要があるかと思います。 

 景観、これは学校側のほうとも話を聞きながら、どの辺で切るかとか、そのあた

りは業者との打合わせもいいかと思いますが、学校のほうとも話をしていただいた

ほうがよろしいかと思います。 

 鳥獣保護法によって、許可なく捕獲・殺傷できないとのことですので、ただ、ふ
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んによる感染症被害なども考えられないことではありませんので、今、令和８年度

からということでしたけれども、早急な対応を要請しまして、次の質問へ行きたい

と思います。 

 ２点目のＢ＆Ｇ体育館の改修、またトレーニング室の拡張、利用促進についてで

すけれども、毎年総合グラウンドや野球場も含めたＢ＆Ｇ施設全体が計画的に整

備・更新されて、利用する人も徐々に増えているように感じておりますけれども、

実際の状況はいかがでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 Ｂ＆Ｇ体育館についてでございますが、令和６年度の実績によります。令和６年

実績は、９千７９５名の体育館とトレーニング室、ジムの利用があります。令和

７年度、今年度１１月現在でも７千９名の利用実績になっております。 

○７番（昇 健児議員）   

 最近、私も体の衰えを感じまして、健康のためにたまにトレーニングジムを利用

させてもらっているんですけれども、筋力の維持またはダイエットには非常に効果

があると思って続けたいと思っておりますが、１人、２人ぐらいですと、利用する

には現状で支障ないんですけれども、十分だと思うんですが、今後、本町でも取り

組んでおります健康寿命を延ばすためにも、設備の充実、トレーニング室の拡張が

必要との思いからの質問でした。 

 今後、Ｂ＆Ｇ財団からの修繕の助成事業を活用して取り組んでいくということで

すけれども、トレーニング室拡張、利用促進、トレーニング機具等の充実も図ると

ありますが、どこに増設するということで、またどのくらいの規模で考えているの

か、まずお聞きします。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど、教育長のほうからＢ＆Ｇ財団の修繕助成事業を活用するとございますが、

この修繕事業を活用するに至っては、各、Ｂ＆Ｇの評価がございます。すみません、

この評価について先に説明をさせていただきたいと思っております。 

 天城町Ｂ＆Ｇ海洋センターにつきましては、１３年連続特Ａへの評価をいただい

ております。この評価についてですが、Ｂ＆Ｇ財団、青少年健全育成並びに地域住

民の健康増進を目的としたＢ＆Ｇプランというのがございます。そのプランに沿っ

て、Ｂ＆Ｇ財団のほうが全国４８０数ヶ所にＢ＆Ｇ海洋センターを建設をしており

ます。 

 現状の海洋センターの運営また管理面の長所・短所などを確認し、さらなる活動
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の活性化と効率運営を図るための指標となるものが評価となっております。 

 天城町におかれましては、指導員の配置、Ｂ＆Ｇソフト事業の活用、あるＢＧ塾

の開催とかそういったもの、また、町長、副町長、教育長等の各種会議への出席、

各施設の利用状況、天城町の町民の皆様また島民の方が、Ｂ＆Ｇの海洋センター、

プール、体育館、与名間ビーチにある艇庫の利用実績などを基に評価をしていただ

いて、先ほども答弁いたしましたが、今、１３年連続特Ａの評価をいただいており

ます。 

 １３年連続特Ａの評価を今後も続けていくために、教育委員会社会教育課として

は、Ｂ＆Ｇのスタッフまた町内にいる指導員の方々とともに、Ｂ＆Ｇ財団の協力を

得ながらいろんなメニューをこなしていきたいと考えております。 

 先ほど議員のほうから、体育館の改修、トレーニング室の拡張というお話があり

ましたが、今、Ｂ＆Ｇ財団の修繕事業を活用できる施設が、天城町においては、先

ほど言いました体育館の施設とプールと与名間ビーチの艇庫、この３ヶ所になって

おります。 

 今後、新年度においては、令和８年度においては、少し与名間ビーチの艇庫の改

修を今のところ計画をしているところであります。 

 今後、それを完了ごとに、体育館の修繕等も視野に入れて今計画を進めていると

ころですが、先ほど１３年連続特Ａというお話を、答弁をさせていただきました。

１０年連続特Ａの事業で約３千万円の助成事業が、工事ができます。今１３年です

ので、あと２年後、１５年連続特Ａの１５年の際には、評価をいただいた際には、

５千万円の助成事業ができますので、今後はそういった、今、町民の方、また高齢

者の方々から、むーるし語ろう会の中でも、トレーニング室の器具の更新等、また

ちょっと手狭ですので、そういったところの改修ができないかという要望も上がっ

ておりますので、今後こういったＢ＆Ｇ財団の助成事業を活用し、年次的ではあり

ますが、計画を進めていきたいと考えており、今、まだ平米数とかそういったもの

はこれからになってきます。 

○７番（昇 健児議員）   

 詳しい説明ありがとうございます。そういうありがたい補助金が頂けるというこ

とで、今、町民の方から要望があったというお話がありましたけれども、私も利用

してて、器具においても、あれはウオーキングマシンっていうんですか、それが

１つあり、また上半身を鍛える器具も１つあり、また下半身を鍛える器具が３基ほ

どあるんですかね。あるんですけれども、これからそういうふうに拡張したり、業

者がもし増えてきた場合には、例えば一番需要があるのはウオーキングマシンです

とか、あと、今ないんですけど、バイクですか。バイク型のこういったのは、高齢
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者からどなたでも利用できるでしょうし、効果もあるでしょうし、利用度が高いん

じゃないかなと思いますので、こういったものをぜひ複数台そろえていただけると

ありがたいなと思っているところです。 

 やっぱり金額もそれなりの金額すると思うので、前に何かで、新聞だったと思い

ますけど、見たら、本土のほうでそういうジムを運営している会社なのかな、とこ

ろから、更新するのに使わなくなったものを安価でなのか、無料なのか分かんない

ですけど、そういうものもやってるところがあるというような記事も見たことがあ

るので、そのあたりも、もし、中古品でもいいと私は思うんですが、そういったも

のも、ぜひ購入する際には一つの案として調べていただければと思っているところ

です。 

 町民のスポーツ振興のため、あと、もう一点、増設する際に今ある壁にくっつけ

て多分増設、東側にすると思うんですけども、体育館のほうに観客席が現状ないで

すけれども、バレーとか何か競技をする際には、みんな床に、端っこにずらずらっ

と座っていることをよく見かけますが、そういったのを、壁をぶち抜かなくてはい

けなくなりますけども、増設する屋根の部分に観客席を造るとか、そういったもの

ができないものなのかなとイメージしておるところなんですけども、そのあたりは

まだそこまで考えてないのかも分かりませんが、どうでしょう。 

○中 秀樹社会教育課長   

 ご提案ありがとうございます。今、昇議員のほうからありました、まずトレーニ

ング室の利用促進については、これはもう再三町長のほうからも、ずっと社会教育

課のほうには言われております。あそこのトレーニング室のやはり充実、健康増進

を図る。そのために温水プールもございますので、高齢者の方の利用促進を含めト

レーニング室の充実を図っていけというご指示をいただいておりますので、今、そ

れに向けても課のほうで検討させていただいております。 

 今、議員のほうからありました、東側、今、我々も課としても、Ｂ＆Ｇ財団と、

またＢ＆Ｇのスタッフと話をしていく中で、やはり東側の緑地のほうがあって、そ

の先に駐車場があるんですが、今、議員のおっしゃってるそのエリアが、そのス

ペースがちょっと増設できるんではないかなと思っております。 

 そこに、１階のほうにトレーニング室を充実して、２階のほうについては、今、

２階の武道場に上がれる階段がございますので、そこを使いながら、２階の観客席

に行きながら、通常、スポーツのいろんな大会をしているときには観覧席で、通常

であればそういったキッズスペース等にも活用できるような構想は、Ｂ＆Ｇのスタ

ッフのほうと話をさせていただいて、今後また財団のほうと話をして、補助事業の

活用をフルに活用しながら、またいろんな補助事業ほかにないかとか、そういった
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のも検討しながら進めていきたいと考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 そこまでの工事を行うと、それなりの金額になってくるとは思いますが、そのあ

たりは財政と、今言ったようにほかの補助事業ないか等、こういったのを探しなが

ら、構想としては本当にすばらしいと思いますので、ぜひＢ＆Ｇ財団ともよく協議

しつつ利用促進に努めていただきたいと思います。 

 次に行きます。３番目、方言、島口継承の取組についてですけれども、島口のよ

いところは共通語と比べてコミュニケーションが取りやすい、また感情を表現しや

すい、そして親近感を覚えやすいところだと思っております。 

 子供たちへの継承を目的として、各学校で、先ほど答弁もありましたが、毎年幾

つかの取組は行っていると把握しておりますけれども、成果のほうとしてはなかな

か上がらない状況だと思っております。 

 その原因の一つとして、我々そうなんですが、親が話せない、聞くことはできて

も話せない、親がほとんどだということだと思っています。やはり昔のように家庭

において方言に接する機会がないと、継承は到底無理だと思います。 

 そこで私が今回提案したいのが、家庭でもゲーム感覚で、親子で楽しめる百人一

首のような方言かるたを作れないかということなんですけれども、いろいろ聞いて

みますと、鹿児島に泊まったホテルでもあったんですけれども、こういうのいいな

と思ったところでしたが、隣の徳之島町でも作られているようですけれども、課長

また教育長、このかるた作成という案に対してどのように思われますでしょうか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 昇議員がおっしゃっているのは、徳之島町が発行している徳之島島口ことわざか

るただと認識しております。これについても、現物のほうが町立図書館のほうにご

ざいましたので、私も拝見をさせていただきました。 

 やはり今の子供たちに島口を継承するに当たっては、普通に講座を開くのではな

く、先ほど議員のほうからもありました遊び感覚、ゲーム感覚でするには、とても

すばらしいものだと思っておりますので、今後こういったものを活用しながら島口

の顕彰を図っていけるのであれば、作成について徳之島町の、またどういった中身

で作ったのかも確認を取りながら検討していきたいと考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 私、徳之島町のかるたも見てみたいと思ったんですが、担当者も図書館やらあち

こち、なかなか手に入らないということで、私もまだ見てないんですが、それでよ

ければそれで、私が思うのは、小学校に置いたりもいいんですけど、家庭に販売で
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きるっていうか、幾らぐらいであれなのか分かりませんが、自分なんかも買っても

いいぐらいかなっていう思いがあるんで、徳之島町がそれができるんであればそれ

でいいんですけど、多分言葉も違ったりしないかなと思ったり、そういう天城版を

ぜひ作れればと思ってでした。 

 僕がイメージしているのは百人一首のように、例えば標準語でしたら、方言のほ

うに絵をつけたらいいけど、標準語のほうに絵をつけて方言を言葉でつづるとか、

そういった形で遊べるような形であれば、親も勉強になりますし、また子供たちも、

単語単語でいいと思うんですよね。単語さえ覚えていれば、将来島に帰る子も、割

合的にはそんなに多くないかも分かりませんが、帰ってきたときに、そこからだん

だん生活していく上で覚えていきやすいだろうと思いますし、単語を覚えていれば

ですね。 

 そういった思いからでしたけれども、これは作成するに当たっては、またこれを

社教のほうでやると、いろいろほかの事業もありますし、手が回らないところもあ

ったりするんじゃないかと、またいろいろと難しく考えないかなと思ったりして、

もし作るんであれば、例えば今、樟南高校のほうで課題解決の何か協定といいます

か、そういったのを結んでいると思うんですけれども、これは樟南側にまずは相談

してみることだとは思いますけれども、それが樟南のほうで受けてもらえるようで

あれば、今、ごみの問題とか、私も何回か言ったことがありますけども、あれ何て

いうんですか、ごみ収積所の箱を作ったりとか、いろいろやっていただいておりま

すので、それとは別に、これも１年、２年かかってもいいと思うんですが、お願い

できれば、費用もそんなにかからないでしょうし、原材料費、またそこには、子供

たちも方言分からないでしょうが、講師を１人、２人ぐらいつけることも必要だと

思いますので、その日当とか、そういったぐらいで済むんじゃないかなと思います

ので、と私は思ったんですけれども、この案に関してどう思われるか、可能なのか

どうなのか、聞いてみないと分かんないかも分かりませんが。 

○院田 裕一教育長   

 私も、島口をどんなふうにすれば残せるのかなと、やっぱり日々思っています。 

 でも、なかなかやっぱりこれ難しいなというか、ですので、私は今高齢者の方々

に、昔話していた経験がありますので、今本当に、何ていったらいいんですか、い

ろんな場で積極的に島口を使っていただきたいなという話は、いろんなところで、

私、お願いをしているところです。 

 今、議員がご提案というか、そしてまた、樟南高校の第二高等学校の高校生の力

を借りるっていうところも、すごくいいアイデアかなと思っております。 

 今、徳之島町のかるたもすごく結構いいできですので、これを参考にしながら、
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また樟南高校にも提示して、こういうものをどうだろうかと。例えば絵を、言葉は

なかなか、やっぱり徳之島島内から来ている子供たちがいますので、例えば天城町

だったら天城町の限定の言葉がありますので、そこはまた高齢者の力を借りながら

やるとか、絵はまた樟南高校の力を借りるとか、そういうところは幾らでもいろん

な方法があると思います。 

 そしてまた今、ふと議員の話を聞きながら、例えば家でじいちゃんとお母さんと

おばあちゃんと、そして子供たちがかるたをすることによって、当然じいちゃんは

使えるわけですよね。それを使いながら、また親も聞き、親世代も聞き、そしてま

た子供も聞く。そしてそこで触れ合いながら、島口、じいちゃんも、「うし、うし、

うしやあてぃ」とか言いながら、島口を使うっていう風景がすごくイメージができ

たので、本当議員のそういうご提案ってすごくいいなと今思って、できるようにま

た教育委員会でもしっかり検討させていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。２時１５分より再開します。 

休憩 午後 ２時０４分 

─────────── 

再開 午後 ２時１６分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 昇議員。 

○７番（昇 健児議員）   

 最後です。この課題も、放っておくと、あと３０年、４０年後には消滅する、こ

のままだと言語になることも考えられますので、そうならないよう知恵を出し合っ

ていければと思います。 

 あと、我々世代も覚えたいという思いはありますので、多少の間違いは聞き流し

て、優しい広い心で接していただければ、我々としてももう少し進歩するのかなと

思っておりますので、お願いしたいと思います。 

 次に行きます。４項目め、地域活性化について、その１、各景勝地へのベンチ設

置や日よけ屋根の設置についてでありますけれども、徳之島は海水浴が楽しめる夏

の時期に観光客が一番多いと勝手に思い込んでおりますけれども、実際どうなのか。

また、コロナ以降観光客も回復し、年々少しずつ増えているように個人的には感じ

ておるんですけれども、実際どのような状況なのか、もし分かればお願いします。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   
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 お答えいたします。 

 ご質問のコロナ禍以降の徳之島への入り込み客数になると思うんですが、前回の

定例会においてご答弁させていただいたんですが、すいません、今ちょっと数値は

控えていないんですけれども、コロナ禍以降また回復傾向には戻りつつあるのは理

解しております。 

 基本的にやっぱり夏場が観光客のほうは入り込みが多いというふうには認識して

おりますが、今は航空会社さんとも、秋ですとか、１１月もですけれども、先月ツ

アー等を組んでおりますので、基本的には夏場が多いですけれども、年間を通して

増えてきているのではないかというふうに肌感覚でありますが、感じております。 

○７番（昇 健児議員）   

 先日の記事に、コロナ前よりも、その当時を超えてきているというような記事も

ありましたので、徳之島も同様にそういう状況ではないかなと思っているところで

す。 

 温暖化により年々日差しも強くなる中、景勝地として推奨する場所には、景色を

眺めながら休憩できる屋根つきベンチが、少なくとも最低１ヶ所は必要ではないか

なと思っているんですけれども、先ほど松山議員の中でも多少ありましたが、今後

どのように考えているのか。景勝地へのベンチまた屋根つきベンチ、こういったも

のを各、例えば、例を挙げるとムシロ瀬にも展望台はあるんですけども、そういう

休憩所はありませんし、海水浴場にも建物の上のほうにベンチは並べてあるんです

けども、そこ非常に夕日等眺めが、ビーチ、艇庫の上、整備してありますけど、ベ

ンチはありますが、夏はそこで休憩は暑過ぎてできないだろうと思いますし、そう

いったところ、また、犬の門蓋なども望遠鏡も設置されたり、ベンチはあります。 

 ただ、あそこはちょっと風当たりも強いと思うので、屋根をつけたときに飛ばさ

れないかなという心配もありますけれども、そういったところ、やはり夏場の景色

が一番徳之島においてはすごいきれいですし、また車で回ってみますと、この間も

海水浴場なんかでは景色を眺めながら、ぼんやりと座ってくつろいでいる人たちも

みえますので、そういったところ、思いからの質問でありました。 

 今後、計画としてどのように考えているのか。松原と与名間の間に１ヶ所、また

平土野の、あちらのほうに海の、そこにというような計画ですかね、話がありまし

たけれども、どのような構造を考えているのか、ちょっと教えていただきたいと思

います。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 町長の答弁でもございましたように、令和８年度の事業計画で、松原、与名間、
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中間地点の展望所、展望台的なものと、今、高釣を計画しております。 

 まず、松原から与名間地区の中間地点の展望所、展望台になりますけれども、あ

そこには当然ながら、あずまやを設置して、望遠鏡等なり、のり面から少しむき出

した形で、今、整備を進めようというふうに事業計画を立てています。 

 高釣につきましては、あそこが、松山議員にもご説明させていただいたんですが、

国立公園第１種特別地域に当たりまして、構造上の工作物の建物につきましては、

景観等も注意しながら環境省との協議が必要になってまいります。環境省を踏まえ

て、次は本省の審議会というところになりますので、ここについてはかなり時間が

要するものと言われております。必ずしも駄目ということではないんですけれども、

いろんな整備を進めていく中においては、そのあたりかなり時間を要するというふ

うに話を伺っておりますので、そこも含めながら、今、整備は、２ヶ所については

計画をしております。 

 あと、ムシロ瀬と犬の門蓋も、屋根、当然ながら今ついておりませんが、あずま

や的なものもありませんが、あそこも第１種特別地域に当たりますので、そのあた

りのハードルをクリアした中で展開をしていかないと、難しいのかなとは思ってい

ます。 

 環境省の基本的な見解としましては、現在ある景観を維持するというのが第一義

的なものであるというふうにお話を伺っておりますので、工作物を建てるという上

においては、ハードルがあるというのは我々のほうでも認識はしているところでご

ざいます。 

○７番（昇 健児議員）   

 環境省、そういったいろいろ規制もあるということなんですが、前、国立公園と

かそういったところも、観光利用とかそういったのに関して、そういう設備という

か、そういったのも進められるような、環境省としても進めていくって書いてあっ

たのが、とにかく肯定的なようなことを書いてある記事を見たようなこともあるよ

うな気がするんですけども、そこまでうるさいのかなという気はするところですが、

私が言いたかったのは、まずは許可が下りないと造れないということですけれども、

下りたときに、構造としてあずまやというと、場所によっては非常に高額なあずま

やなんかもありますけれども、そういったものではなく、もっと簡易的なというか、

もちろん海沿いですので、例えば腐食しない、何といいますか、メッキ処理という

か、そういった効果もありますけれども、そういったので、そう多額な予算をかけ

ずにでもよいのではないかなと。 

 もちろん景観を損ねる形ですと、またそこも考えなければいけないと思いますが、

例えばベンチなんかですと、犬の門蓋にありますけれども、コーラルを削ってテー
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ブル、椅子等を置いてあるところもありますけれども、あれですと腐らないですし、

費用もそんなに、どうなのかちょっとよく分からないですけど、そんなに高額なも

のではないんじゃないかと、長持ちしますし、ああいった形のものでもいいんじゃ

ないかと思っているところです。 

 まずは許可ですけれども、下りたらそういったところも含めて、あまり豪華なも

のでなくても私はいいと思いますので、そういったことも含めて検討をぜひしてい

ただきたいなと思います。 

 訪れた観光客が、徳之島の多様なすばらしい景色を落ち着いてゆっくり楽しめる

ような景勝地、観光地づくりをしていただくよう要請して、簡単でありますが、次

の質問に移りたいと思います。 

 ２番目。 

○祷 清次郎副町長   

 商工水産観光課長の答弁に補足をさせていただきます。環境省も何もできないと

いうことではございません。今、昇議員が、お話があったように、奄美群島の国立

公園の魅力を大いに発信するという一つの大きな目的もございます。そういった中

で、適正な観光利用についても理解を示しております。 

 そういった中で、これまでもムシロ瀬や、犬の門蓋についても年次的に整備を行

ってまいりましたので、先ほど担当課長がお答えしたように、協議は必要ではござ

いますが、前向きに進めていけるものと考えております。 

○７番（昇 健児議員）   

 ありがとうございます。そういったことであれば、ぜひ、逆に環境省のほうを説

得するぐらい熱い気持ちで、ぜひ協議していただきたいなと思います。 

 続きまして、２番目、平土野アートプロジェクトを町内全域に広げられないかと

いうことですけれども、先日、平土野周辺数ヶ所でアーティストが作業しているの

を見て、私も羨ましくなり、後々うちのほうでもお願いできないかなとか、また幾

らぐらいでできるのかとか、またアーティストとのコンタクトはどうすればいいの

かとか、壁面の条件などあるのかなど、いろいろと聞きたいことが出てきたのと同

時に、もしこれが町内全域に広がれば、アートの町として、一つの観光メニューと

して島外にアピールできるようになれば面白いのではないかなという思いで質問を

出しました。 

 まず、現在町内で、平土野が主だとは思いますが、ほかの地域でもたまにぽつぽ

つ見れますけれども、町内で何ヶ所ぐらい壁画があるのか、把握していれば教えて

いただきたいと思います。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   
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 お答えいたします。 

 今現在、すいません、全てではないんですが、平土野商店街周辺では３０ヶ所ご

ざいます。今回、今作業を進めておりますが、４ヶ所あります。 

 あと個別に、アートの方と個別にやられている方がありまして、そこは今ちょっ

と現状、まだ全て把握していないところでございます。 

○７番（昇 健児議員）   

 アーティスト、いろんな方見かけますけれども、商工会が多分、青年部のほうで

コンタクトを取ってお願いしているとは思いますが、もし分かれば、島外の人たち

もおられるのか、ほとんど島内の方なのか、中には高校生なんかもやってるのを見

かけたことはありますけれども、そのあたり、どういう人たちなのかがもし分かれ

ば。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 正確ではないかもしれませんが、基本的に島内の高校生ですとか、今回につきま

しては、島外のアーティストさんがほとんど来島されて、アート、手がけていただ

いております。 

 そのアートさんたちが、このアートプロジェクトが終わって時間が空いた際に、

今、個別でアートをしていただいているというふうに伺っております。 

○７番（昇 健児議員）   

 では、事業の中でじゃなくても、個別にお願いした場合も受けてくれるというか、

そういう状況ということでいいんでしょうか。 

 あと、壁の面積にもよるかもしれませんが、これも商工会じゃないと分からない

かも分かりませんけども、費用的にどのくらいかかるのか。例えば１０ｍ２、５ｍ

の２ｍで１０ｍ２ですけど、当たりどのくらいとか、もし分かれば教えていただき

たいと思いますが。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 すいません、そのあたりはちょっと承知をしておりません。 

○７番（昇 健児議員）   

 島内でも、例えばこれがそのアーティスト、商工会のほうでも話をしましたら、

そういう希望の方があればアーティストとつなぐ手助けはしますよと、喜んでしま

すよということでしたので、すぐには広がらないと思いますが、興味を持っている

方々は少なからずいると思います。個人で１０万以上いくとなると、なかなか考え

る人も多いかと思いますが、そんなにいかないような、それぞれアーティストによ

って違いはあるんでしょうけども、これが事業を広げられるか、またそうじゃなく
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ても私はいいと思うんですけども、個別で広がっていけばいいなと思っております。 

 このあたり、先々この事業、平土野の事業はまだまだ続けていくものだと思いま

すけれども、できればその地域だけじゃなく、ほかの地域にも広げていけるような

取組ができれば面白いかなと思っておりますので、ぜひ前向きに進めていただきた

いと思います。 

 次に行きます。最後、デジタル推進についてです。 

 天城町公式ＬＩＮＥの町民への普及・推進についてですけれども、私は半年ほど

前、半年もうちょっと前ですかね、４月に登録されておりましたけれども、非常に、

前回、島議員も質問されましたが、有益な情報も多くて、また、全ての情報だとも

うピンポンピンポンうるさ過ぎますので、欲しい情報も選ぶことができて、例えば

各課の各種補助事業ですとか、また行事、イベント、私がもう非常に助かっている

のが、うおっちょの魚の鮮魚の入荷情報。うおっちょ、最初の頃はなかなか欲しい

と思って、仕事終わりに行ってももう売り切れていたり、また車で販売もしてます

ので、買えない状況が何回かありました。 

 そういった中で、今回、こういったＬＩＮＥを通じて鮮魚が入りましたと、こう

いう魚が入りましたと写真つきで送られてくるんですけども、そうすれば、予約を

すれば取っておいてくれますし、非常に助かっております。 

 そういうことを思っておりますので、周囲の人たちにも紹介したいと思っている

んですけれども、公式ＬＩＮＥへの登録の仕方というか、紹介の仕方というかが分

かりづらい。 

 私は、たしか、あれ何ていうんですか、ＱＲコード、これから入ったような記憶

があるんですけれども、それも町ホームページを見てもなかなか見つけづらいとこ

ろがあって、これをもっと紹介しやすい、また新規の方がそれを取り入れやすいと

いうか、そういう改善または周知はできないかなと思っての質問ですが、これ開始

されたのは、先ほど、３月でしたかね、今年のということで、現在の登録者数、ま

た項目の中に選択で何十代とか、どこ出身でしたかね、いろいろ記入する項目があ

ったりするんですけども、そういったものも把握されていればちょっと教えていた

だければと思います。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、ご質問の天城町公式ＬＩＮＥにつきましては、今年の３月３１日、令和６年

度事業でございましたので、３月３１日に運用を開始されております。 

 そういう中で、今、登録者数が、先ほどの町長の答弁の中で５８０名ということ

で申し上げました。 



－59－   

 その中で、その登録時にいろいろ選択する、登録者がいろいろ男性、女性とか登

録する場面があります。 

 そこで、今現在ですが、５９３名ということでございます。男女比の割合といた

しまして、男性が４１．７％、女性が５８．２％となっております。女性のほうが

多いようでございます。 

 また、その年齢割合でいきますと、一番多いのが３５歳から３９歳の女性が一番

多いということです。その次が、同じく女性なんですけれども、３０歳から３４歳、

その次に男性で３５歳から３９歳という形になるところです。 

 総合いたしまして、やはり３０代の方が多く登録されているという傾向が見られ

ます。また、４０代もそこそこ多いようでございます。また、ちょっと少ない、ち

ょっと飛び越えて６０代から６４歳という方も、割と年代的には上位に来ていると

いう流れです。また、ちょっと少ないのが、５０代の男性が一番少ないんですかね。

女性のほうが圧倒的に５０代は登録されていることはいるんですけれども、５０代

が少ないです。また、２０代前半もやや少ない。少ないというか、ほとんど今棒グ

ラフでゼロなんですけれども、限りなくゼロに近いと、そういう形になっておりま

す。 

 また、公式ＬＩＮＥの周知等につきましては、今、広報あまぎの各ページ、全て

のページの下段のほうにＱＲコードを設けてはいるところですが、まだまだちょっ

と登録者数が少ないという状況ではございます。 

 ごめんなさい、すいません、もう一つありました。県内とか、そういった地域の

区分もございます。 

 県内、これ鹿児島県という区分でしか捉えられておりませんが、県内が７８．

５％、県外が２１．５％という割合でございます。 

 本来であれば県内の中で、我が天城町が何名というのをしっかりと数値が取れた

らよかったんですけれども、今現在ちょっとその区分が取れないというところでご

ざいます。 

○７番（昇 健児議員）   

 ５８０名ですが、対象者というか大体大人の方は、もうほぼ一部を除いて携帯持

っていると思いますが、そうすると、大体４千名以上の方は持っていると思います。 

 そういう中でいうと、まだちょっと少ないのかなと思いますので、ぜひいろいろ、

ホームページから入れる方法ですとか、さっきもありましたが、その紹介、ＬＩＮ

Ｅの中でこの紹介で入れたら一番楽だと思うんですが、いろいろとその細かい部分

については担当者と話してみないと分からないところもあるかと思いますので、ぜ

ひ誰でもが簡単にそれを取得できる、こういった方法を考えるなり見つけて、それ
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を周知していっていただきたいと思います。 

 今、広報誌に載せているということでしたけども、ほかにこれからこういうふう

にしていこうとか、何か思っているようなことがあればお願いします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今まで我々、紙ベースでは周知は図ってきたつもりなんですけれども、なかなか

伝わっていないという思いがいたしております。 

 今後しっかりと、例えばＡＹＴで出て操作方法を教えるとか、また隣の町、伊仙

町ではＱＲコードの隣にすぐ友達ボタンがあって、すぐ登録できる画面に行くとか、

そういった工夫もあるようでございます。 

 また今後、令和７年度、今、防災行政無線の整備を行っておりますが、来年の５、

６月ぐらいには完成した際には、防災アプリと防災行政無線、こういった音声告知

機能も、天城町の公式ＬＩＮＥのほうで聞けるようになります。 

 また、いろんなところ、また今後、今のアプリのほうに追加していって、町民の

皆様に数多くの情報が伝わるようなアプリにしたいというふうに今考えているとこ

ろでございます。 

○７番（昇 健児議員）   

 非常に行政側にとっても、また受信する町民にとっても有益なツールだと思いま

すので、ぜひ対策を取って普及図れるように要請しまして、私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、昇健児議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号２番、平岡寛次議員の一般質問を許します。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 町民の皆様、議会の皆様、きゅうがめーら、こんにちは。本日３人目の登壇者の

平岡寛次でございます。お疲れのところでございますが、ご協力いただければ幸い

に存じます。 

 それでは、先般通告しました２項目２点について、１回目の質問をいたします。 

 １項目め、地域福祉計画及び活動計画について。 

 １点目、次期計画策定において、地方再犯防止推進計画の策定及び導入について。 

 ２項目め、建設行政について。 

 １点目、集落環境整備事業の執行状況及び集落内道路伐採整備の推進について。 

 以上、執行部の明確な答弁を求め、１回目の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、平岡議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目め、地域福祉計画及びその活動計画について。 

 その１、次期計画策定において、地方再犯防止推進計画の策定及び導入について

どのように考えているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 本町では、令和３年度に第２期天城町地域福祉計画、これは令和４年度から令和

８年度までの期間の計画でございますが、この計画を策定しております。 

 その中の基本目標の１つとして、「安心、安全な暮らしを支えるまちづくり」、

そして防犯に対する活動等を策定しておりますが、ご質問の地方再犯防止推進計画

については策定に至っておりません。 

 令和８年度に第３期、次期の地域福祉計画を策定することとしておりますので、

政策的にも関連の深い地方再犯防止推進計画を包含したものを策定していければと

いうふうに考えております。 

 ２項目め、建設行政について、その１、集落環境整備事業の執行状況及び集落内

の道路伐採整備の推進についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 集落環境整備事業の執行、進捗につきましては、令和６年度の繰越事業として、

３件発注済みでございます。 

 また、令和６年度、現年度事業として、４件発注済みでございまして、これらの

事業は年度内完了予定でございます。 

 集落内道路伐採整備ということにつきましては、町道のり面の樹木の伐採は、基

本的に町の道路維持の作業員で伐採し、また必要に応じて民間の伐採業者などへ依

頼して対応しているところでございます。 

 個人の畑、またもしくは住宅敷地から道路上へ繁茂した草木につきましては、ま

ずその所有者で適切な管理をお願いしているところでございますが、なかなか状況

的に難しい場合は、道路維持作業員で対応しているところでございます。 

 以上、平岡議員のご質問にお答えいたしました。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 ただいま１回目の答弁をいただきました。これから随時、質問に入らせていただ

きたいと思います。 

 １項目めの地域福祉計画及び活動計画について、その１点目、次期計画策定にお

いて、地方再犯防止推進計画の策定及び導入について質問を進めてまいります。 



－62－   

 １回目の答弁にもございましたが、本町の地域福祉計画及び活動計画は、第６次

総合振興計画を上位計画とし、これまでに策定された各分野の福祉計画を横断的に

つなぐとともに、上位計画で掲げられている基本理念「ユイの心で命つむぐまち 

あまぎ」を共有しながら、整合性と連携を確保して策定されております。 

 また、計画の期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とし、計画の中間

年度である令和６年度に中間評価を行い、令和５年度より毎年１回、前年度の取組

状況について協議し、地域福祉の推進に向けた施策等への反映と計画の見直しを行

うとしておりますが、次期計画策定に向けた取組についてお伺いをいたします。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 ただいま平岡議員のほうから詳しく本事業計画の説明をいただいたところなんで

すけども、再度になりますが、本計画は第６次天城町総合振興計画を上位計画と位

置づけております。 

 その基本理念である「ユイの心で命つむぐまち あまぎ」を共有しながら、全て

の町民を対象に、いろいろな防災計画であったり男女平等参画など、うちの長寿以

外の課、全てというか、いろいろな施策を踏まえて町民全体に対する福祉の計画を

進めていかないといけないという計画となっております。 

 先ほどご意見の中でありました、中間年度である令和６年度の中間評価について

は、関係各課、関係団体全て一堂に会しての中間評価見直しというところには至る

ことができませんでした。 

 しかしながら、個別の検討事例とか相談事例等については、令和６年度において

幾つかの事業、施策として反映を行ってきたところです。 

 また、令和８年度において、次期計画の策定を今計画しているところです。 

 中間評価をしなかったということだったんですけども、これに対して今課の中で、

また共同体である社会福祉協議会、また関係する各課と、今年度残りちょっと少な

いところではあるんですが、改めて協議、内容の見直しをしようと今行っていると

ころです。 

 また、令和８年度に向けて、策定依頼の委託料という部分を予算化で、ただいま

計上しているところとなっております。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 この計画、令和８年度までということで、来年度、次期策定の計画を進めていく

わけですので、まだ時間がございます。ぜひ各関係団体、社会福祉協議会を含めな

がら、その見直しまた問題点、ここら辺を次期計画策定に反映をしていただきたい

と、そのように思いますので、しっかりと取組を進めていただきたいと思います。 
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 令和７年度、今年度なんですが、南大島保護区保護司会の第２期研修会が、去る

１０月１６日、和泊町役場１階会議室において、鹿児島保護観察所奄美駐在官事務

所の大塚主任官を講師として迎え、行われました。その研修会において、再犯の防

止等の推進に関する法律について研修することができました。 

 現在、先ほど１回目の答弁にもございましたが、本町において再犯の防止の推進

に関する計画または条例等の制定はされているのか、担当課長にお伺いをいたしま

す。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 ただいまありました再犯防止に係る計画につきましては、まだ策定に至っていな

いところでございます。また、条例についても策定していない状況でございます。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 本町においてはまだ計画をされていないというところなんですが、そうされてい

ないという状況の中で、私はこの質問を取り上げてまいりました。 

 全国の刑法犯検挙者数は減少傾向にあるものの、再犯者率は上昇傾向にあります。

令和６年度鹿児島県の再犯者率は４９．１％と示されており、２人に１人が再犯を

起こす状況でございます。 

 今後とも安心で安全な地域社会を構築するためには、犯罪や非行の繰り返しを防

ぐ再犯防止の推進が重要となっております。 

 また、犯罪をした人たちの多くが、定職や住居を確保できないなどのために社会

復帰が困難となっていることから、社会で孤立することなく、地域の理解と協力を

得て再び社会を構成する一員となることを支援する再犯防止のための施策を計画的

に推進することが必要となっております。 

 このような中、平成２８年度に再犯防止等の推進に関する法律が施行され、第

８条１項において、「都道府県及び市町村は、再犯防止推進計画を勘案して、当該

都道府県または市町村における再犯防止に関する施策の推進に関する計画を定める

よう努めなければならない」と規定されており、市町村における地方再犯防止推進

計画の策定に努めることとされております。 

 鹿児島県では、平成３１年３月に、鹿児島県再犯防止推進計画が策定されており

ます。 

 以上のことから、本町においても地方再犯防止推進計画の策定が必要だと思いま

す。 

 本町の次期計画、地域福祉計画及び活動計画に盛り込むことができないか、担当

課長のご所見をお伺いいたします。 
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○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 今、平岡議員からありましたとおり、鹿児島県におきましては第１次地方再犯防

止推進計画が平成３１年につくられまして、第２次、令和６年３月に策定している

ところです。 

 県内市町村におきましても、２３の市町村が令和７年度までにつくられており、

また、大島郡内におきましては６市町村が策定をしているところでございます。 

 その６市町村の中におきまして、喜界町と与論町につきましては、現在、単独の

計画となっておりますけれども、それ以外の４市町につきましては、地域福祉計画

に盛り込んだ形となっております。 

 本町におきましても、長寿子育て課と連携して、地域福祉計画に盛り込んだ形で

策定を計画したいと思っております。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 大変重要な計画でございますので、しっかりと進めていただければと思いますが、

鹿児島県主催の再犯防止の研修会、自治体を集めた研修会などが行われたと思うん

ですが、課長、いかがでしょうか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 １０月２３日に市町村再犯防止推進ネットワーク会議なるものが開催されており、

今回、担当のほうが出席しております。 

 その中で、県内の策定状況であったり、また、策定に至るまでの取組事例のほう

を聴講しているところでございます。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 本年度、鹿児島県が主催する再犯防止推進計画に当たっての研修会が行われて、

本町からも担当がご出席をされているということでありますので、本計画の背景や

趣旨などは、この計画の概要は十分理解をされているものだろうと認識をいたしま

すので、ぜひ次期計画に盛り込んでいただければと思っております。 

 大島郡内の自治体における再犯防止推進計画の策定の状況については、先ほど課

長のほうからご説明があったわけでございますが、本計画の策定については、徳之

島町、伊仙町においても計画策定の重要性を認識し、担当課と協議を行い、早急な

計画策定に取り組む意向であるようでございます。そのように聞いております。 

 一方、他方昨年の本町の３月議会において、天城町犯罪被害者等支援条例という

条例が既に制定をされていることは、皆様ご承知のとおりだと思いますが、ただ、

私が申し上げている再犯防止推進計画というものは、まだ策定はされていません。 
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 地域社会で生活する犯罪をした人たちに対する支援に当たっては、福祉、医療、

保健などの各種サービスを提供する市町村の役割が極めて重要であります。次期策

定の地域福祉計画及び活動計画において、再犯防止推進計画を盛り込んでいただき、

計画策定に取り組んでいただくよう要請をいたしまして、次の質問に入らせていた

だきます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。３時１５分より再開したいと思います。 

休憩 午後 ３時０４分 

─────────── 

再開 午後 ３時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 平岡議員。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 それでは、２項目めに移らせていただきます。建設行政について、１点目、集落

環境整備事業の執行状況及び集落内道路伐採整備の推進についてご質問をいたしま

す。 

 集落環境整備事業の近年の執行状況は、令和５年度が１３件、約４千万円、事業

額がです。令和６年度が６件、約３千３９１万２千円となっておりますが、本年度、

令和７年度の事業執行状況についてお伺いをいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今年度は、令和６年の３月議会で、補正で組んで繰越しをしましたＲ６繰越しの

集落環境事業が３件、これは起債を充てまして、３件が２千７００万円です。あと、

令和７年度、現年度の集落環境整備事業が、発注が４件で１千４００万円、合わせ

まして、今年度は４千１００万円の７件を事業して、年内１２月末までに完成予定

です。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 分かりました。随時発注をかけて進めていただきたいと思いますが、本年度の当

初予算、１千４００万円組まれております。ただ、近年ずっと見ますと、４千万円、

３千５、６百万で推移をしてきている中で、当初予算で１千４００万、今、１千

４００万円は４件もう発注をかけておられるわけなんですが、これで今年度は終わ

りなのか、また増額を見込んでいるのかをお伺いしたいと思いますが、それと併せ

てこの集落環境事業整備の工種、工事の内容、これはどういったものなのか、お伺
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いをいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 集落環境整備事業、今年度は今回の１２月でも補正を上げておりませんので、今

年度予算としては１千４００万円で完了になります。今まで、毎年２千万程度当初

予算で計画をして、いろいろ９月議会とかそういうところで少し増額をさせていた

だいて、３千万を超えるぐらいの事業をしておったんですが、今年は起債事業で

６繰がありましたので、その分を含めて４千万超えているのでということで、今年

度の１２月での補正はありません。 

 工種ですが、基本的には補助事業でできない舗装のやり直しであったり、水路、

側溝を新たに入れたり、側溝があるんだけど、機能不全になっているところのやり

直しであったり、少しのり面の補修であったり、いろいろガードレールであったり、

側溝の蓋がないところに蓋を入れるとか多岐にわたりますが、基本的には道路維持

管理に拡幅の伴わない、補助事業でできない事業をこの事業でバランスよく行う事

業としています。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 今、課長が言われました本年度は１千４００万円、６年度の繰が２千７００万円

あるからということで、本年度は増額はないということ。もう一つは、この集落環

境整備事業、ぱっと事業名を見ると、まさに集落の中の環境工事かなと思うわけで

ございますが、過去の決算資料などをずっと見てみますと、今、課長が言われたと

おり舗装工事が大半であります。そして、水路またはのり面工、こういったところ

が主な工種となっております。 

 ただ、この集落環境整備事業、こういう拡幅ができない集落内の整備事業、これ

はこれとして引き続き計画を年度年度立てていただいて、進めるべきであると私は

考えております。 

 また、私は、以前にこの集落環境整備事業を取り上げて、集落内の側溝管理また

は側溝整備、こういった面についても、衛生上の問題、環境上の問題で質問をして

おりますが、またその点も含めながら、今後、引き続き整備事業を推進していただ

きますように要請をいたしておきます。 

 本町では、毎年実施されますむーるし語ろう会または町民と議会と語る会等にお

きまして、広く町民のご意見やご要望をお聞きしております。そのご意見やご要望

を行政に反映させることは、最も重要なことだと考えております。 

 近年、むーるし語ろう会においてのご意見やご要望の中で、集落内の生活道路に

はみ出した樹木の伐採などの要望が多くあることは事実でございます。各集落にお

いては、高齢者世帯の増加、また空き家周辺の樹木の肥大化など、集落としてまた
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ボランティアとしては到底対応ができない状況にございます。 

 今年の９月の総務文教厚生常任委員会、決算審査でございましたが、委員の中の

ご意見として、ユイの里テレビ運営管理費の補修委託契約の中で、平成２７年度よ

り、集落内の支障竹木の伐採については契約内容から除外されているようでありま

す。以前はやっていたんですが、平成２７年度から、そういう担当課の説明でござ

いました。 

 この件について何か前進などは、今後考えているんでしょうか、お伺いいたしま

す。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 前回の議会でそのようなご質問もございました。そういう中で、今現在委託契約

を結んでいる先方と次年度における内容の見直し、こういったものもやっていくと

いうことで、相手方の社長ともそういった見直しをやっていきましょうという話は

行ったところでございます。まだ具体的に中身についての協議の場は、今のところ

まだ設けられてはおりません。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 どうぞこの件につきましても、ぜひ相手方と粘り強い交渉をしていただいて、集

落内のケーブルにいろいろなつる系がはびこったりするところ、ここら辺は少なく

とも委託業者のほうにさせていただくよう要請をしていただきたいと思います。 

 このようなことから、今後さらに集落環境の悪化が懸念されますが、今後の対応

につきまして、担当課長、どのようなご所見をお持ちなのか、お伺いをいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃられるように、むーるし語ろう会、今年もですし、昨年も特

に集落内道路の高木の伐採について、要望がほぼ全ての集落から出ていることは事

実でございます。 

 役場としましてもいろいろ協議をしておりまして、以前ＡＹＴが持っておりまし

たバケット車みたいなものを購入をして、建設課のほうで、今の作業員とは別班に

なると思いますが、別班をつくって、資格を取らせて、伐採をして、ダンプで運ぶ、

そういう方法なんか取れないのかなというふうには考えておりまして、予算もはじ

いてみたりはしております。 

 なかなか予算化を具体化するまでにはまだ至っておりませんが、これもまた、今、

道路維持費のほうで２千９００万ほど毎年使っておりますが、それにこの別班の作

業車を購入してというふうになれば、またさらに１千万程度毎年かかるのかなとは
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考えておりますので、どういう方法がいいのか、リースがいいのか、今いる作業員

に資格を取らせて、年に数回そういう作業をしたほうがいいのか、まだ思案をして

おりまして、今後、町民のその要望に何とか応えていきたいなと考えておりますの

で、さらに協議を深めていきたいなと考えております。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 この集落内の樹木伐採及び美化整備等については、今年の９月議会においても取

り上げられております。また、過去においても、本定例会で多くの議論がなされて

きた経緯がございます。各集落区長との連携を図り、要望箇所をしっかり把握をさ

れて、また空き家の所有者とのいろいろな承諾、文書、事務作業などを進めながら、

町民のご要望に応えていただきたいと考えます。 

 さらには次年度の予算編成において、来年度の予算編成において新規事業として

新しい目を設けて、集落内の美化活動に特化した事業を推進していただきたいと考

えますが、担当課長のご所見をお伺いいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 今、土木費の道路橋梁費の中に道路維持費という目がありますが、その次の目の

番号にでも、できれば本当であればそういう目を設けて、今、議員が言われるよう

に計画、年次計画、３年計画なのか５年計画なのか、そういうのもまたつくってや

っていくというのが一番望ましい姿だと思います。 

 空き家、個人の土地が、所有者がちゃんと分かればその方と交渉できますが、空

き家であれば、そこの親戚の方、またそういう方がいらっしゃらない場合、どうい

うふうな許可が必要なのか、やり方があるのか、そういうのも含めて、今度来る

８年度、予算は今から査定があるんですが、そこには今のような予算計上はしてい

ないんですが、あと１年、半年、１年かけて、どういう方向が望ましいのか、どう

いうやり方がいいのか、論議を深めて、また来年のむーるし語ろう会では、また同

じような意見が様々出てくると想定されますので、そこで答えが出せるような形で

役場の中で煮詰めていければなと考えております。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 来年度の予算編成には間に合わないと、来年度しっかりと課内でもんでいただい

て、課長、何とか新しい事業で、新しい予算編成でこの目の科目を持って、これは

作業だけではなくて、委託業務、発注業務にもなろうかと思います。また、機材の

購入なども、いろんなところに適した事業科目を設けて進めていただきたいと思う

んですが、課長、もう一度決意をお願いいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 すばらしい意見で、私もかねがね各集落内の道路も走るんですが、議員と同じよ



－69－   

うに、やはり町のほうで何とか手助けをしないと、本当に環境が悪くなっているな

というふうに思いますので、空き家に関してはまた企画財政課と連携を取りながら、

今、議員がおっしゃられる計画をちゃんとした姿をつくって、また財政のほうと話

をして、もしかしたら、こういうことが全国で空き家問題とかいろいろありますの

で、国、県から何らかのそういうことに関する支援もないか探しながら、来年はこ

の事業を立ち上げられるように進めたいと思います。 

○森田 弘光町長   

 今、集落内の樹木の伐採については、むーるし語ろう会の中のほとんどの集落で

高齢化ですとか、また、そういう若手の方々がなかなかいなくなって難しいという

お話が、もう切実な問題として浮かび上がってきております。 

 今、主管課長のほうでは、もう既に主管課としては入力して、これ、年明けから

ですかね。年明けから、総務課長、企画財政課長のヒアリングは年内から始まりま

す。あと、また年明けから副町長の査定が始まりまして、最終的に町長査定という

形になるんですけど、その中で、今、大変集落内で切実な問題として、町の切実な

問題として上がってきていますので、そこについては、また前向きに検討させてい

ただきたいというふうに思っております。やっぱり住みやすい集落、住みやすい町

をつくるということが私たちの目的でありますので、そういうことで検討させてい

ただきたいと思います。 

 もう一点、集落環境整備事業、ハード面で、今、６年度繰越しということがあり

ました。これも、今年の１月だったでしょうか、県のほうから過疎対策事業債が、

２千万か３千万円だったと思いますけど、少し余裕があるので、天城町さん、どう

ですかっていう相談があったんです。それで、集落環境整備事業、基本的にはほと

んど一般財源を使ってやっているんですけど、そこで県のほうからもそういった打

診があったので、これは渡りに船というか、そういったことで対応したところであ

ります。 

 また、年明けたらいろんな、今、国のほうでも補正予算をやっていますし、また、

いろんなそういう打診があったりしますので、事業課だけじゃなくて、企画財政課

を含めてしっかりとアンテナを高くして、そういったものに対して有利な条件のあ

るそういった事業といいますか、そういったものは積極的に対応していきたいなと

いうふうに思っております。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 町長、ありがとうございます。総務課長と企画課長の今ヒアリングが進んで、今

後、副町長、町長の決裁になろうかと思うんですが、その決裁の中でまた内容が変

わってくるかも分かりませんので、ぜひ予算がつけられるものは、前向きに検討し
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ていただいて、集落環境整備事業は継続でありますが、新しい事業として計画を立

てていただければと思っております。 

 宮山課長は、来年いらっしゃらないとお聞きしました。（笑声）情報は私も存じ

上げているわけなんですが、議会で答弁もする機会がもうなくなってくるわけです

から、何回でも課長に質問しようと心がけております。宮山課長のいる中で、ぜひ

道筋をつくっていただいて、そして後続の担当者へもこの議論をまた申し送りする

なり確認を取っていただきたいと、そのように要請しておりますが、何かありまし

たらお願いします。 

○宮山 浩建設課長   

 ありがとうございます。本当に、町長もおっしゃいましたが、町民のためになる

今のご提案、ご提言だと考えておりますので、何とか私のほうで、課のほうで話を

盛り上げて、引き継いで形になるものを残していければと考えております。ありが

とうございます。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 本町におかれましては、過疎地域持続的発展計画及び天城辺地に係る総合整備計

画が令和３年から令和７年の５年間の期間で策定されておりますが、次期計画が今

どのような状況になっているのか、企画財政課の課長にお伺いいたします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 天城町の過疎地域持続的発展計画、令和３年から令和７年の５年計画ということ

で、今、来年度からまた新しい計画を策定しなければならないということで、全課

のほうに内容の確認、修正、事業名等の提出をお願いしたところであります。とり

あえず、まずこれから内容を取りまとめていって、３月議会のほうには提出ができ

るものと思っております。 

 辺地計画につきましても、ちょっとボリュームが少ないんですが、担当のほうで

関係する課のほうに中身を確認しながら、作業のほうを進めております。同様に

３月議会には提出できるように、作業を今進めているところでございます。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 建設課長、この中で、過疎地域持続的発展計画の中の第１０番目の項目、この計

画を少し勉強させていただきましたが、第１０番目の項目に集落の整備が盛り込ま

れているんですね。その中身は、まず現況と問題点、２番目にその対策、３番目に

計画、４番目に公共施設等総合管理計画との整合性の順で策定されております。 

 これは、担当課の建設課のほうで上がっていくものだと私は認識をしているんで

すが、その対策と計画において、現行進めている集落環境整備事業を主に明記され
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ておりますが、集落の現況の捉え方や問題点の把握及びその対策において、次期策

定においては、生活環境の改善や生活基盤の整備などの観点から、さらなる具体的

な施策を盛り込む必要があると考えますが、宮山課長、ご所見をお伺いします。 

○宮山 浩建設課長   

 今の過疎計画の中に文言をうたってありますが、今、議員が言われるように、集

落の問題点、さらに深掘りして盛り込んで、その文言だけ入れて過疎債の事業がで

きるかというと、また別の要綱の中でできたりできなかったりするらしいんですけ

ど、今言われるように文言を入れ込んで、もし、いろんな伐採も含めてですが、集

落環境整備事業もですが、過疎債を応用できればもっといい過疎計画になるんじゃ

ないかと、建設課にとっては、過疎事業を有効利用できるというふうに考えており

ますので、そこもまた深掘りしてみたいと思います。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 持続可能な集落づくりを構築するためには、生活環境や生活基盤の維持と整備、

さらには財政支援が不可欠であると考えます。 

 今後において、集落内においての環境保全並びに生活環境に特化した整備事業を

推進していただきますよう要請をいたしまして、また、宮山課長のこれまでのご尽

力に感謝を申し上げまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、平岡寛次議員の一般質問を終わります。 

 本日の日程は全て終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。 

 本日はこれで散会します。お疲れさまでした。 

散会 午後 ３時４１分 


